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今月の表紙

【表紙の紹介】
　10月24日、山本ふるさと文化館を会場に、
友川カズキ凱旋ライブが行われました。
　友川さんは、川尻出身のフォークシンガー
で、４年ぶりとなるライブには町内はもとよ
り東京、台湾など国内外から多くのファンが
駆けつけました。
　凱旋ライブの模様は今月号４ページで紹介
しています。

   

10
月
24
日
、
25
日
の
２

日
間
、「
新
た
な
希
望
が

夢
運
ぶ　

三
種
町
町
民

祭
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
第

10
回
三
種
町
町
民
祭
が
琴

丘
総
合
体
育
館
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

屋
内
で
は
展
示
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
や
講
演
会
を

開
催
し
、
屋
外
で
は
農
産

物
販
売
や
各
種
団
体
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
、

町
の
文
化
、
産
業
の
活
動

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
荒
天
の
た
め
、

野
外
イ
ベ
ン
ト
や
出
店
が

縮
小
さ
れ
る
な
ど
少
し
残

念
な
と
こ
ろ
も
も
あ
り
ま

し
た
が
、
10
回
目
を
記
念

す
る
友
川
カ
ズ
キ
凱
旋
ラ

イ
ブ
が
開
催
さ
れ
る
な
ど

二
日
間
で
７
１
０
０
人
が

訪
れ
、
賑
わ
い
を
見
せ
ま

し
た
。

保育園児による発表

ハンドケアリラクゼーション
（日赤奉仕団）

小中学生、一般合わせて1458点の力作が
展示されました

　

屋
内
で
は
バ
ザ
ー
、
抹

茶
コ
ー
ナ
ー
、
お
し
ゃ
べ

り
サ
ロ
ン
、
ネ
イ
ル
・
ボ

デ
ィ
ジ
ュ
エ
リ
ー
コ
ー

ナ
ー
、
プ
ラ
ン
タ
ー
作
り

体
験
、
ハ
ン
ド
ケ
ア
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
等
の
コ
ー

ナ
ー
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
苗

木
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
が
、

屋
外
で
は
豚
汁
ふ
る
ま
い
、

ヤ
マ
メ
釣
り
堀
、
木
工
教

室
・
餅
ま
き
、
農
産
物
販

売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
震
度
７
の

地
震
体
験
や
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
ア
ー
ト
の
実
演
で
の

完
成
作
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
る
大
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
も
岩
手
県

普
代
村
が
物
産
交
流
で
太

平
洋
の
新
鮮
な
三
陸
の
幸

を
販
売
し
、
賑
わ
い
ま
し

た
。

ネイル・ボディジュエリー
コーナー

手作り健康ドリンク試飲
コーナー（未来18の会）

苗木のプレゼント
（緑化推進委員会）
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心のあたたかさ命のすばらしさ標語表彰式

うめ～！！（豚汁ふるまい）

みたね巻販売に挑戦
（琴中生職場体験）

生涯学習、芸術文化協会加盟団体のみなさんによる発表

中学校吹奏楽演奏

最後はつかみどり大会！
夢中になって追いかけました。（ヤマメ釣り堀）

今年も三陸の幸が（岩手県普代村）

悪天候に見舞われましたが
屋内に移動してがんばりました。
（農林水産物直売コーナー）

新規就農者のみなさんが
丹精こめた新鮮農産物

ベン  べ
ん

展
示
・
ス
テ
ー
ジ
発
表

　

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

に
は
、
小
・
中
学
生
に
よ
る
図
画
・
習

字
・
工
作
な
ど
の
作
品
展
示
や
書
道
、

華
道
、
写
真
、
手
芸
、
俳
句
な
ど
の
一

般
作
品
、
生
涯
学
習
作
品
、
芸
術
文
化

協
会
作
品
な
ど
あ
わ
せ
て
１
４
５
８
点

の
傑
作
、
力
作
が
所
せ
ま
し
と
展
示
さ

れ
、
町
内
企
業
、
団
体
に
よ
る
産
業
活

動
や
ク
ア
オ
ル
ト
の
紹
介
も
行
わ
れ
ま

し
た
。　

　

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
は
初
日
の
24
日
、

琴
丘
・
山
本
地
域
の
保
育
園
児
に
よ
る

太
鼓
と
遊
戯
の
発
表
や
町
内
中
学
校
合

同
の
吹
奏
楽
演
奏
会
の
ほ
か
、
生
涯
学

習
、
芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
17
団
体

の
発
表
が
行
わ
れ
、
満
員
の
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

25
日
に
は
、「〝
心
の
あ
た
た
か
さ
命

の
す
ば
ら
し
さ
〞
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
」、
日
本
体
育
大
学
と
の
協
定
調
印

式
と
松
浪
健
四
郎
氏
講
演
会
。
消
費
者

行
政
推
進
事
業
と
し
て
三
遊
亭
好
楽
さ

ん
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
劇
団

わ
ら
び
座
で
活
躍
し
た
近
藤
真
行
さ
ん

（
鹿
渡
）
に
よ
る
歌
や
踊
り
、
笛
の
披

露
や
舞
台
の
裏
話
を
交
え
た
楽
し
い
お

話
に
会
場
は
和
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
遊
亭
好
楽
さ
ん
の
講
演
会

で
は
、
た
く
さ
ん
の
笑
い
あ
り
、
感
動

あ
り
の
内
容
に
、
悪
天
候
に
も
か
か
わ

ら
ず
訪
れ
た
満
員
の
観
客
で
会
場
は
大

い
に
沸
き
ま
し
た
。

近藤真行さん

三遊亭好楽さん

三種美人 そろい踏み！

秋田県建築労働組合三種支部の
みなさんによる餅まき

あ！まて～！

みなさんご一緒に！

やった！
釣れた！

て追いかけました。（ヤマメ

今朝とれたばかりの
三陸の鮭ですよ～

普代昆布の昆布入り
生タレホルモン鍋を

どうぞ

上手にできた＾ｖ＾
（木工体験）

うまいっす！

自慢のリンゴ
美味しいよ！

いかがですかぁ♪

広報 みたね
mitane town
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長
年
の
功
績
を
た
た
え
て

瑞
宝
単
光
章
「
消
防
功
労
」

鴨
田
道
幸
氏

　

政
府
は
11
月
３
日
に
、
秋
の
叙
勲

受
章
者
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

三
種
町
か
ら
は
、
元
三
種
町
消
防

団
副
団
長
で
あ
る
鴨
田
道
幸
氏
（
68

歳
・
鹿
渡
）
が
消
防
功
労
で
瑞
宝
単

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
42
年
10
月
に
旧
琴
丘
町
消
防
団
に

入
団
。
昭
和
63
年
12
月
に
班
長
、
平
成
７

年
４
月
に
副
分
団
長
、
平
成
14
年
９
月
に

分
団
長
、
平
成
17
年
４
月
に
副
団
長
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
合
併
に
伴
い
、
平
成
18
年
３
月
に
三

種
町
消
防
団
副
団
長
、
ま
た
、
組
織
改
編

に
よ
り
平
成
18
年
７
月
に
三
種
町
消
防
団

支
団
長
（
準
則
階
級
＝
副
団
長
）
に
就
任

し
、
平
成
25
年
３
月
ま
で
、
地
域
住
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
旧
琴
丘
町
消
防
団
副
団
長
在
任

中
の
平
成
17
年
３
月
に
は
、
長
年
に
わ
た

り
消
防
人
と
し
て
精
励
さ
れ
た
そ
の
功
績

と
、
後
続
団
員
に
対
す
る
指
導
力
な
ど
が

認
め
ら
れ
、
消
防
庁
長
官
よ
り
永
年
勤
続

功
労
章
を
受
章
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
琴
丘
町
で
は
町
議
会
議
員
や

農
業
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
幅
広
い
分

野
で
町
勢
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

後日、友川さんから、あたたか
い、お礼の手紙と色紙が送られ
てきました。

画家としての顔を持つ友川さん、
絵画の展示も行われました。

　

三
種
町
合
併
10
年
記
念
町
民
祭
特

別
企
画
と
し
て
24
日
、「
友
川
カ
ズ

キ
凱
旋
ラ
イ
ブ
」
が
山
本
ふ
る
さ
と

文
化
館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
口
一
番
「
こ
ん
ば
ん
は
、
及

位
典
司
で
す
」と
の
あ
い
さ
つ
か
ら
、

「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
は
絵
描
き
に
な
る
」

で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、「
三
種

川
」「
サ
ー
カ
ス
」
な
ど
全
20
曲
を

歌
い
あ
げ
、
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
名

曲
「
生
き
て
る
っ
て
、言
っ
て
み
ろ
」

を
熱
唱
し
ま
し
た
。

　

川
尻
出
身
の
友
川
さ
ん
、
ふ
る
さ

と
で
の
ラ
イ
ブ
は
な
ん
と
も
や
り
づ

ら
か
っ
た
そ
う
で
、 「
１
週
間
前
か

ら
な
ん
と
か
歌
わ
ず
に
済
ま
す
こ
と

が
で
き
な
い
か
考
え
て
い
ま
し
た

…
。
も
う
諦
め
ま
し
た
」
と
笑
い
を

誘
い
ま
し
た
。

　

ギ
タ
ー
を
か
き
鳴
ら
し
、
絶
叫
し

な
が
ら
唄
う
。
独
特
の
友
川
ワ
ー
ル

ド
に
、
詰
め
か
け
た
３
０
０
人
の
聴

衆
が
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

友川カズキ凱旋ライブ

平成27年12月 4



三種町まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要について
「三種町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しましたので、その概要をお知らせします。

◆基本的な考え方

◆推進期間

◆中長期人口ビジョン

◆４つの基本目標と主な施策

　総合戦略は、人口減少と地域経済縮小を
克服するものであり、長期的には地方で「ひ
と」をつくり、その「ひと」が「しごと」
をつくり、「まち」をつくるという流れを
確かなものにするためのものです。

　期間は平成27（2015）年度～平成31
（2019）年度の５年間とします。

　三種町の人口は、平成52（2040）年に
12,348人になると推計され、これを当面
の目標人口として設定します。その場合、
平成72（2060）年には三種町の人口は
9,349人になると推計されます。

三種町まち・ひと・しごと創生総合戦略は、町のホームページでご覧いただけます。

◆問い合わせ先　企画政策課　企画係　☎85－4817
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０
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０
年

２
０
１
５
年

２
０
２
０
年

２
０
２
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２
０
３
０
年

２
０
３
５
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２
０
４
０
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２
０
４
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０
５
０
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２
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２
０
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０
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高齢人口年少人口 生産年齢人口

基本目標　　三種町における安定した雇用を創出する
　三種町の基幹産業である「農業」において、生産量日本一の「じゅんさい」を核として、
農業における経営強化及び人材育成などを推進し、所得向上と雇用の創出を図る。
•中小企業への経営支援や起業支援より、雇用の創出を図るとともに、個人のスキル
アップを支援し、所得の向上につなげる。
•文化やスポーツにおける交流を促進し交流人口の拡大を図り、地域経済への波及効
果を高める。

①農業所得の向上
②新規就農支援
③６次産業化支援
④地域雇用の創出
⑤観光資源活性化支援

1 －具体的な施策－

基本目標　　三種町における新しい人の流れをつくる
•町の魅力を発信するとともに、受入体制などの整備や移住支援強化、優良な空き家
確保などにより、移住・定住者の増加を図る。

①移住・定住の支援強化
②空き家の確保対策

2 －具体的な施策－

基本目標　　三種町における若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
•結婚に対する意識の醸成と出会いの場の創出などによる結婚しやすい環境の整備を行う。
•妊娠・出産・育児について、切れ目のない支援体制を構築するとともに、経済的負
担を軽減するための取り組みを行う。

①結婚支援の推進
②子育て支援の充実

3 －具体的な施策－

基本目標　　三種町における時代に合った地域をつくる
•地域の資源を生かし、持続可能なコミュニティ活動が行えるよう支援する。
•社会活動を通じての世代間交流を促進し、地域を元気に明るくする取り組みを行う。

①コミュニティ活動支援
②クアオルトの推進

4 －具体的な施策－

広報 みたね
mitane town
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三種町職員の給与等をお知らせします
　町職員など地方公務員の給与・定員等は、各地方自治体の運用によりますが、同時に、自律機能による給与
水準の適正化が求められています。町では、職員の給与や定員の状況を町民のみなさんに公表することにより、
ご理解とご協力を得ながら、より適正な給与水準、定員管理に努めていきます。
　なお、町職員の給与は、町議会の審議を経て条例で定められており、その制度については国に準じたものに
なっています。また、町職員の定員も条例で定められており、効率的な行政サービスを行うことができるよう、
それぞれ配置しています。

※給料とは基本給、給与とは給料に諸手当を加えたものです。

※経験年数は卒業後の換算年数です。採用前に民間企業等で
勤務した場合などは、その期間を換算し採用後の経験年数
に加えます。　　　

※職員手当に退職手当は含まない。
※職員数は平成26年４月1日現在の普通会計における人数。

※職員数は、給与条例に基づく給料表の級区分によります。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な
職務です。
※一般行政職は、税務職、看護・保健職、福祉職、企業職、
技能労務職以外の職員です。

職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額
（平成27年4月1日現在）     

３

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成27年4月1日現在）

5 一般行政職の級別職員数等の状況
（平成27年4月1日現在）

6

職員の初任給の状況
（平成27年4月1日現在）

4

人件費の状況（平成26年度普通会計決算）１ 職員給与費の状況（平成26年度普通会計決算）2

歳出額 　11,497,277千円
人件費
1,667,245千円
14.5％

人件費以外の経費
9,830,032千円　85.5％
人件費以外の経費
9,830,032千円　85.5％

職員数
給　　与　　費

１人当たり
給 与 費給　料 職員手当 期　末・

勤勉手当 計

人 千円 千円 千円 千円 千円

195 686,107 95,708 252,606 1,034,421 5,304

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 44.3歳 313,300円 349,500円

技能労務職 48.6歳 273,000円 303,200円

区　　分 三種町 秋田県 国

一　般
行政職

大学卒 172,200円 172,200円 172,200円

高校卒 140,100円 140,100円 140,100円

技　能
労務職 高校卒 137,200円 137,200円 －

区　分 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級
計標準的な

職務内容 主管 課長 課長補佐 係長
主査 主任 主事補

主　事

職 員 数 7人 15人 46人 58人 8人 22人 156人

構 成 比 4.5% 9.6% 29.5% 37.2% 5.1% 14.1% 100%

区　　分 経験年数
10年～15年未満

経験年数
15年～20年未満

経験年数
20年～25年未満

一　般
行政職

大学卒 260,000円 297,900円 344,200円

高校卒 203,100円 297,300円 301,800円

技　能
労務職 高校卒 ― 246,700円 277,500円

平成27年12月 6



※公営企業等のうち、水道は水道及び簡易水道事業職員、下
水道は下水道及び農業集落排水事業職員、その他は温泉事
業及び国保、介護事業職員です。
※教育には、教育長を含んでいません。

※１人当たり平均支給額は、退職職員数が２名以下であり、
個人が特定されるおそれがあるため、公表しません。

※寒冷地手当の支給は11月から翌年３月まで。

※教育長を除きます。

定員適正化計画の数値目標及び進ちょく状況10

職員の手当の状況７

１）計 画 期 間 平成24年４月１日～平成30年４月１日
 （平成26年度　見直し）
２）数 値 目 標 平成30年　190人
３）進ちょく状況 （単位：人）

Ｈ25年 Ｈ26年 Ｈ27年 Ｈ30年
目 標 値 211 203 208 190
実 職 員 数 210 203 210 -
対 前 年 比 △   5 △   7 7 -
退 職 者 数 12 2 - -
新規採用者数 6 5 9 -

１）期末手当・勤勉手当
○平成26年度1人当たり平均支給額　1,250千円
○平成26年度支給割合   

４）その他の手当

２）時間外勤務手当（普通会計職員）

○職制上の段階、職務の級等による加算措置
　役職加算５～15％

３）退職手当（平成27年4月1日現在）

区　分 内　　　容 支給単価

扶 養 手 当

配偶者 13,000円

配偶者以外
（１人につき） 6,500円

扶養親族の要件を満たさない
配偶者を有する者のその他の
扶養親族の１人目

6,500円

配偶者のない職員の扶養親族
１人目 11,000円

16歳から22歳の子１人につき 加算5,000円
住 居 手 当 借家支給限度額 27,000円

通 勤 手 当
交通機関利用支給限度額 55,000円
自動車等利用支給限度額 31,600円

管理職手当
職務の級６級　月額42,000円
職務の級５級　月額32,000円・40,000円
職務の級４級　月額22,000円

寒冷地手当
世帯主で扶養親族のある職員 17,800円
世帯主で扶養親族のない職員 10,200円
その他の職員 7,360円

区　　分 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.58250月分
勤続35年 41.325月分 49.59000月分
最高限度額 49.590月分 49.59000月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例　２～45％
1人当たり平均支給額 ※　　　千円

平成26年度決算
支給実績 17,378千円

１人当たり平均支給年額 219,974円

勤勉手当

2.5月分 1.45月分

期末手当

区　分
部　門

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

26年 27年

一

般

行

政

議　会 3 3 0
総　務 46 49 3 業務増
税　務 12 12 0
民　生 33 36 3 保育士退職補充
衛　生 15 14 △ 1 事務事業移管
農林水産 21 22 1 業務増
商　工 7 7 0
土　木 20 20 0
小　計 157 163 6

特別行政 教　育 24 26 2 再任用常勤職員任用

公
営
企
業
等

水　道 3 3 0
下水道 4 4 0
その他 14 14 0
小　計 21 21 0

合　　計 202 210 8

区　分 給料・報酬月額 期末手当
町　長 755,000円

支給割合2.875月分副町長 560,000円
教育長 513,000円
議　長 288,000円

支給割合2.875月分副議長 255,000円
議　員 241,000円

部門別職員数の状況と主な増減理由
（各年４月１日現在）

8 特別職の報酬等の状況
（平成27年4月1日現在）

9

広報 みたね
mitane town
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◆問い合わせ先　町民生活課　町民係　☎85－4825

マイナンバー
　マイナンバー制度に便乗した詐欺まがいの行為が全国各地で報告されています。マイナンバーの通知や
利用、個人番号カードの交付などの手続において、三種町役場や国の関係省庁などが電話や手紙、訪問す
るなどして口座番号や口座の暗証番号、所得や資産の情報、家族構成や年金・保険の情報などを聞いたり、
お金やキャッシュカードを要求したり、ATMの操作をお願いしたりすることは一切ありません。こうした
内容の電話や手紙、訪問には応じないようお気を付けください。

● 「通知カード」「個人番号カード」に関することや、その他マイナンバー制度に関するお問合
せにお答えします。
●音声ガイダンスに従って、お聞きになりたい情報のメニューを選択してください。
● 既存のナビダイヤルも継続して設置しております。こちらの音声案内でもフリーダイヤルを
紹介しています。

・ 平日 ９：30～22：00　・土日祝　９：30～17：30 （年末年始12月29日～１月３日を除く）

※一部ＩＰ電話等で上記ダイヤルに繋がらない場合（有料）
　・ マイナンバー制度に関すること 050-3816-9405
　・ 「通知カード」「個人番号カード」に関すること 050-3818-1250
※英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語対応のフリーダイヤル
　・ マイナンバー制度に関すること 0120-0178-26
　・ 「通知カード」「個人番号カード」に関すること 0120-0178-27
　　（英語以外の言語については、平日9：30～20：00までの対応となります。）

インターネット等に自らのマイナンバー（個人番号）を公表する行為は、他人がそのマイナンバー（個
人番号）を見ることができる状態に置いていると考えられることから、「行政手続における特定の個人を
識別するための番号の利用等に関する法律」（平成25年法律第27号。以下「番号法」といいます。）第19
条の提供制限に違反する可能性があります。
　したがって、インターネット等に自らのマイナンバー（個人番号）を掲載しないでください。また、こ
れを見た他人が、インターネット等において公表されているマイナンバー（個人番号）をプリントアウト
等して収集した場合には、番号法第20条の収集制限に違反する可能性がありますのでご留意ください。

「マイナンバー総合フリーダイヤル」無料に !
0120－95－0178（無料）

詐欺まがいの行為にご注意ください！

インターネット等における公表にご注意ください

●●● 通知カードについて ●●●

住民票のある住所地を離れており、通知カードを受け取ることができない場合
　三種町に住所があり、何らかの事情で受け取ることができなかった通知カードは、郵便局から返戻
され町民生活課で保管していますので、お問い合わせください。

平成27年12月 8



町の年末年始の休日が変わります
12月29日～１月３日12月31日～１月５日

　平成27年度から、三種町役場の年末年始の休日を変更し、国や県など他の行政機関と同じ休日とします。
これに伴い、町の施設・業務の休日も変更となりますので、ご注意ください。
　なお、施設により、特定の曜日が休館日となり、連続して休館・休業する場合がありますので、詳しくは、
各施設か、町の担当窓口にお問い合わせください。

※清華苑は、これまでと変わらず、12月31日午後と１月１日が休業日となります。
※琴丘地域で運行している町民バスは、役場の休業日と同じく休業します。

○＝業務を行う日　×＝業務を行わない日

◆問い合わせ先　総務課　行政係　☎85－4815

年末年始の休日が
変更となる施設

平成27年12月 平成28年１月

27 28 29 30 31 1 2 3 4 5

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

役場（本庁・各支所） × ○ × × × × × × ○ ○

保 健 セ ン タ ー × ○ × × × × × × ○ ○

町 立 保 育 園 × ○ × × × × × × ○ ○

放課後児童クラブ × ○ × × × × × × ○ ○

八竜農村環境改善センター ○ ○ × × × × × × ○ ○

パ レ ス 琴 丘 ○ × × × × × × × × ○
楽しく集う青春館
（ＪＲ鹿渡駅合築施設） ○ ○ × × × × × × ○ ×

ひまわりセンター ○ ○ × × × × × × ○ ○

八竜ふれあいセンター ○ × × × × × × × × ○

年末年始の休日が
変更となる施設

平成27年12月 平成28年１月

27 28 29 30 31 1 2 3 4 5

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

さ ざ な み 苑 × ○ × × × × × × ○ ○

八 竜 商 工 会 館 ○ × × × × × × × × ○

総合体育館（琴丘） ○ ○ × × × × × × × ○

体育館（山本・八竜） ○ × × × × × × × × ○

琴 丘 公 民 館 ○ ○ × × × × × × ○ ○

山 本 公 民 館 ○ ○ × × × × × × ○ ○

山本ふるさと文化館 ○ × × × × × × × × ○

ゆめすた（土床体育館） ○ × × × × × × × × ○
あ め ふ ら ん ど 
（屋内ゲートボール場） ○ × × × × × × × × ○

税金・利用料等の納期限も変更になります
　年末年始休日の変更に伴い、税や保育料等の納期限も下表のとおり変更になります。
詳しくは、各担当窓口にお問い合わせください。

納　期　限 種　　　別 問い合わせ先（担当窓口）

12月28日

町 県 民 税
税　務　課　収納対策室　☎85－4829

国 民 健 康 保 険 税
後期高齢者医療保険料 健康推進課　長寿医療係　☎85－4834
介 護 保 険 料 福　祉　課　介護支援係　☎85－2247
児 童クラブ登録料

福　祉　課　福　祉　係　☎85－2190
保 育 園 保 育 料

広報 みたね
mitane town
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町の工事契約状況（工事名及び契約額、工期）

◆問い合わせ先　建設課　☎85ー4820

●新町4号線道路改良工事  
　㈲平川建材　　　　　 　10,578,600円 10/14～3/25
●農地農業用施設災害復旧事業25災A－15号工事
　笹土建工業㈲　　　　　 2,926,800円 　10/14～1/22
●国民健康保険高齢者福祉支援センター太陽光発電設備導入付帯工事
　㈲田中土木 2,719,440円 10/14～12/10
●町営大町住宅建築工事第１工区（３号棟）  
　㈲小川工務店 15,444,000円 10/15～12/28
●町営大町住宅建築工事第２工区（４号棟）  
　㈱丹波住建 15,498,000円 10/15～12/28
●町営千刈田住宅建築工事第１工区（18号棟）  
　小玉建設㈱ 15,184,800円 10/15～12/28
●町営千刈田住宅建築工事第２工区（20号棟）  
　田中建設㈱ 15,174,000円 10/15～12/28
●下岩川小学校校舎外壁改修工事 
　石井工業㈱ 7,416,360円 10/20～1/29

●農地農業用施設災害復旧事業25災12－104号建築工事  
　㈱石川組 3,702,240円 10/14～1/22
●八竜中学校体育館照明改修工事  
　工藤電気工事㈱ 11,178,000円 10/20～1/29
●湖北小学校体育館照明改修工事  
　㈲石井電気工事　山本支店 8,208,000円 10/20～1/29
●琴丘小学校体育館照明改修工事  
　㈱ワタナベデンキ 7,624,800円 10/20～1/29
●琴丘中学校キュービクル改修工事  
　若美電気工事㈱ 6,620,400円 10/20～1/29
●鹿渡幹線側溝改良工事  
　㈱昇和 3,445,200円 10/27～12/25
●芦崎幹線側溝改良工事（大谷地１工区）  
　みのり㈲ 3,067,200円 10/27～12/25
●森岳１号中継ポンプ分解修繕工事  
　山二施設工業㈱能代営業所 2,559,600円 10/27～2/26
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15
時
〜
16
時
30
分

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

山
本
総
合
支
所　

地
域
生
活
係 

　

☎
８
３
―
２
１
１
５

保
育
園
給
食
調
理
業
務

従
事
者
募
集

特
設
人
権
相
談
所
開
設

２
０
０
ml
・
４
０
０
ml

献
血
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

秋田地方法務局能代支局
（☎５４－４１１１）では、
平日８時 30 分～ 17 時
15分まで人権相談を受け
付けています。お気軽に
ご利用ください。

相談は無料で
秘密は厳守します。

平成27年12月 10



「
４
時
か
ら
ラ
イ
ト
＆

ピ
カ
ッ
と
反
射
材
運
動
」

実
施

年
末
の
交
通
安
全
運
動

12
月
11
日
〜
20
日

　

11
月
２
日
、
４
日
か
ら
６
日
の
４
日
間
、

道
の
駅
こ
と
お
か
に
て
「
４
時
か
ら
ラ
イ
ト

＆
ピ
カ
ッ
と
反
射
材
運
動
」
に
伴
う
街
頭
広

報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
夕
暮
れ
が
早
く
な
る
こ
の

時
期
に
歩
行
者
等
の
早
期
発
見
・
前
方
注
視

の
徹
底
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
毎
年
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
交
通
指
導
隊
及
び
交

通
安
全
協
会
会
員
ら
が
国
道
７
号
を
通
行
す

る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
幟
旗
を
使
っ
て
周
知
し
た

ほ
か
、
道
の
駅
利
用
者
に
は
啓
発
用
タ
オ
ル

と
能
代
警
察
署
が
作
成
し
た
「
三
種
（
さ
ん

し
ゅ
）
の
ラ
イ
ト
運
動
」
の
チ
ラ
シ
を
配
布

し
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

運
動
の
基
本

・
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

運
動
の
重
点

・
冬
道
の
安
全
運
転
の
励
行

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

　

冬
道
は
、「
時
間
・
車
間
距
離
・
心
」
に

ゆ
と
り
を
も
っ
て
、
安
全
運
転
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

飲酒運転等の状況（運転者住居別結果）
10月中 H27累計

酒酔い運転 ０件 ０件
酒気帯び件数　 ２件 ７件
飲酒事故（負傷）件数 ０件 ０件
飲酒事故（死亡）件数 ０件 ０件
交通死亡事故件数 ０件 ２件
全県市町村順位（25市町村中）24位（前月24位）→

飲酒運転は絶対やめましょう！

　デジタルテレビ放送の難視対策として町が整備した、東部難視解消施設（ケーブルテレビ施設）にて
テレビをご覧になられているみなさまで、生活保護を受けているなど、ケーブルテレビ視聴料の納付が
困難な世帯に対し、町では助成を行っています。

◆問い合わせ先　企画政策課　情報統計係　☎85ー4818

平成27年度

ケーブルテレビの助成金申請を受け付けています

助成対象となる世帯
①生活保護を受けている世帯
②満70歳以上の高齢者のみで構成される世帯
のうち、全員が非課税である世帯

助 成 金 額

①の世帯　年 12,960円（上限）
②の世帯　年 　5,000円（上限）
※入院によって視聴料の支払いを一時休止して
いた場合など、満額助成されないことがあり
ます。

申請受付期間

平成27年４月１日～平成28年３月31日

交付決定時期
　第１回目は平成28年２月１日を予定してい
ます。
　３月31日をもって今年度の申請受付を終了し
ますので、申請忘れには十分ご注意ください。
　なお、申請用紙は町ホームページからダウン
ロードするか企画政策課までお問い合わせくだ
さい。

広報 みたね
mitane town

11



◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

福
祉
係

☎
８
５
―
２
１
９
０

介護給付費通知書の送付について
　「介護給付費通知書」は町が、サービス事業者からの請求に基づき、利用者のサービス利用状況を定期的にお知ら
せする通知で、サービス内容や回数などを、サービス利用票や領収書で確認していただく目的でお送りします。
　通知書の送付は、年２回（６月・12月）を予定しており、２回目（平成27年４月サービス分～平成27年９月サー
ビス分）は12月上旬の発送予定です。

◆「介護給付費通知書」に記載されている項目
❶被保険者番号　　　介護サービスを利用された方の介護保険の被保険者番号が記載されています。
❷氏　　　　　名　　　介護サービスを利用された方の氏名が記載されています。
❸サ ー ビ ス 月　　　介護サービスを利用した月が記載されています。
❹サービス事業所　　　介護サービスを実際に提供した事業所名が記載されています。
❺サービス種類／略称　利用した介護サービスの種類です。サービスの種類ごとにまとめて記載されています。
❻サービス日数／回数　その月に利用した介護サービスの日数又は回数が記載されています。
❼利用者負担額合計額　介護サービスにかかった費用のうちの１割又は２割等で、利用者が事業所に支払われた費

用の合計額が記載されています。
❽サービス費用合計額 利用者負担額（１割又は２割）と保険負担額（９割又は８割）の合計額等が記載されています。

【参考例】

◆
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課　

介
護
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
８
５
―
２
２
４
７

❸

❶ ❹ ❺ ❻ ❷ ❼ ❽

臨
時
福
祉
給
付
金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

今
月
で
申
請
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
平
成
27
年

度
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
給
付
対
象
と
思

わ
れ
る
方
が
た
に
対
し
、
申
請
書
用
紙
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。

　

申
請
書
が
届
い
た
方
は
、
同
封
の
見
本
を
参
考
に

記
入
・
押
印
し
役
場
福
祉
課
も
し
く
は
各
支
所
地
域

生
活
係
ま
で
提
出
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

12
月
31
日

　

た
だ
し
、
窓
口
で
の
受
付
は
、
12
月
28
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
郵
送
の
場
合
は
12
月
31
日

ま
で
必
着
と
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額

●
臨
時
福
祉
給
付
金　

　

１
人
に
つ
き　

６
０
０
０
円

●
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
０
円

カクニンジャ！

平成27年12月 12



　平成28年度の保育園児を次のとおり募集します。
【募集対象】平成22年４月２日以降に生まれた子ども
【受付期間】平成27年12月14日～平成28年１月８日
【提出書類】○現在入園している園児は「現況届」を提出

　※後日保育園を通じて配布します。
○新規の入園児は「入園申込書」を提出
　※個別には通知しません。

琴丘・森岳・下岩川・金岡保育園（公立）／  鵜川・浜口保育園（私立）

※申込書は福祉課、各総合支所地域生活係または
各保育園まで

◆問い合わせ先
　福祉課福祉係　　　　　　☎85-2190
　琴丘総合支所地域生活係　☎87-3516
　山本総合支所地域生活係　☎83-2115

【教育方針】一人ひとりの輝きを大切にはぐくみます
【募集対象】満３歳～学齢まで

※町内外問わず、どなたでも入園できます
【保育時間】７時～19時まで（預かり保育時間含む）

八竜幼稚園　幼稚園はこどもがはじめて出会う学校です

【受付期間】平成27年12月～随時
※入園を希望される方は直接幼稚園まで
◆問い合わせ先
　学校法人八竜幼稚園　☎85-2241

【募集対象】０歳（生後２ヶ月）～２歳のお子さま　
【保育時間】７時～19時まで（延長保育時間含む）
【受付期間】平成27年12月～随時
　入園を希望される方は、直接保育園へお出でください。

八竜保育園
◆問い合わせ先
　八竜保育園　☎88-8986

給　食
スクールバス送迎
預かり保育あり

◆問い合わせ先　福祉課　福祉係　☎85-2190

～28年度に入園を希望される保護者の皆様へ～

子ども・子育て支援新制度による教育・保育施設
（保育園・幼稚園・認定こども園など）利用の手続きについて
　平成27年４月から始まった子ども・子育て支援新制度により、保育園や幼稚園に入園する
場合には下記表の区分の認定を受けるための申請が必要です。
　申請については入園申込書が申請書を兼ねていますので、特別な手続きは必要ありません。
　町では、申請内容（子どもの年齢、保護者の就労状況、家庭状況等）から保育の必要性を
判断し、認定区分や利用時間（表①～⑤）を決定し支給認定証を交付します。
　なお、町外の保育園や認定こども園等の利用を申し込む場合も、施設を通じて町が認定を
行います。

認 定 区 分 利 用 時 間 年  齢 対 象 の 家 庭 利用できる施設
１　号

（教育標準時間認定） 教育標準時間 … ① ３～５歳 教育を希望する家庭 幼稚園・認定こども園

２　号
（保育認定）

保育標準時間 … ②
保育短時間 … ③ ３～５歳 保育を必要とする世帯 保育所・認定こども園

３　号
（保育認定）

保育標準時間 … ④
保育短時間 … ⑤ ０～２歳 保育を必要とする世帯 保育所・認定こども園など

※保育標準時間 … 両親のフルタイム就労等を想定した利用時間（最長11時間）
※保育短時間 … 両親またはいずれかが求職活動等を想定した利用時間（最長８時間）
※上記①～⑤の利用時間により、保育料の取り扱いが異なります。

保育園児・幼稚園児募集のお知らせ

広報 みたね
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1２

４５

３
　

円
滑
な
除
排
雪
を
行
う
た
め
、
次
の
点
に
つ
い
て
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
作
業
に
関
す
る
お
願
い

　

寒
さ
の
厳
し
い
12
月
か
ら
２
月
下
旬
頃
ま

で
は
、 

水
道
管
や
蛇
口
の
凍
結
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

凍
結
す
る
と
、
水
が
出
な
く
な
る
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
完
全
に
凍
っ
て
し
ま
っ
た

ら
簡
単
に
解
凍
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

凍
結
防
止
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、冬
期
間
に
お
い
て
も
水
道
メ
ー
タ
ー

の
検
針
を
行
い
ま
す
の
で
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
付
近
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
課　

☎
８
５
―
４
８
２
３

凍
結
防
止
のお

知
ら
せ

　水道を使っていないのに、メーターのパイロット（風
車）が回っていたら漏水の可能性があります。町の指
定給水装置工事事業者に連絡して修理をしましょう。

路
上
駐
車
は
絶
対
に
し
な
い

で
！

　

除
雪
を
す
る
際
の
最
大
の
障
害
が
路

上
駐
車
で
す
。

　

た
っ
た
１
台
の
路
上
駐
車
が
あ
る
こ

と
に
よ
り
、
除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
り

ま
す
の
で
、
路
上
駐
車
は
絶
対
に
し
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

自
宅
の
雪
を
道
路
に
出
さ
な

い
で
！

　

除
雪
し
た
道
路
や
公
共
用
地
の
駐
車

場
に
、
自
宅
の
雪
を
置
い
て
い
る
ケ
ー

ス
や
屋
根
の
雪
が
道
路
に
落
ち
て
い
る

ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
通
行
の

妨
げ
と
な
る
ば
か
り
か
事
故
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

玄
関
先
や
車
庫
前
の
雪
寄
せ

に
ご
協
力
を
‼

　

除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
出
入
り
口
や

車
庫
前
に
雪
が
寄
せ
ら
れ
て
い
き
ま
す

が
、「
車
が
出
せ
な
い
」「
な
ん
で
私
の

家
の
前
に
」
な
ど
と
い
う
声
が
あ
り
ま

す
。
寄
せ
ら
れ
た
雪
の
除
雪
は
各
ご
家

庭
で
排
雪
処
理
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ゴ
ミ
収
集
箱
の
表
示
や
移
動

に
つ
い
て

　

ゴ
ミ
収
集
箱
等
道
路
に
設
置
さ
れ
て

い
る
物
に
つ
い
て
は
、
雪
に
覆
わ
れ
見

え
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
除
雪
作
業
で

破
損
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
道
路
外

に
設
置
す
る
か
、
除
雪
車
か
ら
見
え
る

よ
う
に
旗
等
の
目
印
を
つ
け
る
な
ど
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

深
夜
の
除
雪
作
業
に
ご
協
力

を
！

　

町
で
除
雪
す
る
町
道
は
、
国
道
県
道

に
比
べ
道
幅
が
狭
く
民
家
の
そ
ば
を
通

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
除
雪
車
の
エ
ン

ジ
ン
音
や
振
動
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
地
域
の
道
路
交
通
確
保

の
た
め
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課　

建
設
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
８
５
―
４
８
２
１

琴
丘
上
小
阿
仁
線

 

冬
期
閉
鎖
区
間

　

三
種
町
北
川
原
仮
戸

　　　

上
小
阿
仁
村
小
田
瀬

 

閉
鎖
期
間　

　

12
月
４
日
〜
４
月
15
日

濁
川
上
岩
川
線

 

冬
期
閉
鎖
区
間

　

能
代
市
二
ツ
井
町
釜
谷

　　

三
種
町
上
岩
川
小
新
沢

 

閉
鎖
期
間

　

12
月
４
日
〜
５
月
20
日

※ 

開
放
時
期
は
雪
ど
け
の
状
況

に
よ
り
前
後
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

山
本
地
域
振
興
局　

建
設
部

　

工
務
課　

工
務
第
1
班

　

☎
５
２
―
６
１
０
９

県道の冬期
閉鎖区間の
お知らせ

平成27年12月 14



想

年
は
多
士
済
々
で
、
歌
手
の
三
種
（
山

口
）ゆ
き
子
さ
ん（
上
岩
川
地
区
出
身
）、

八
峰
町
出
身
の
民
謡
ロ
ッ
ク
歌
手
土
崎

純
さ
ん
、
声
楽
家
の
山
代
玉
緒
さ
ん
、

そ
し
て
東
京
能
高
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

ゴ
ス
ペ
ル
版
秋
田
音
頭
な
ど
た
く
さ
ん

の
歌
が
披
露
さ
れ
大
い
に
会
場
が
盛
り

上
が
っ
た
。
五
郎
さ
ん
を
囲
ん
で
の
記

念
撮
影
の
後
、
最
後
は
、
全
員
で
「
青

い
山
脈
」
を
合
唱
し
、
中
締
め
を
し
て

会
は
御
開
と
な
っ
た
。

　

今
回
、
2
年
間
会
長
を
や
ら
れ
た
杉

澤
忠
信
さ
ん
（
川
尻
出
身
）
が
退
任
さ

れ
、
新
た
に
近
藤
誠
貴
さ
ん
（
浜
鯉
川

出
身
）
が
会
長
に
な
ら
れ
た
。
杉
澤
さ

ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

近
藤
新
会
長
さ
ん
に
は
こ
れ
か
ら
ど
う

か
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
12
月
で
す
。
今
月
も
み
な

さ
ん
ご
健
康
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し

て
、
お
元
気
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

　

11
月
８
日
（
日
）、
東
京
み
た
ね
会

総
会
が
上
野
精
養
軒
に
お
い
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。
来
賓
や
会
員
な
ど
総
勢

約
３
０
０
人
の
出
席
で
、
１
テ
ー
ブ
ル

12
人
が
け
と
、と
て
も
賑
や
か
だ
っ
た
。

　

会
場
の
３
階
受
付
で
は
見
覚
え
の
あ

る
役
員
諸
氏
の
お
顔
が
見
え
、
せ
っ
せ

と
受
付
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。「
町

長
、
良
く
来
た
ご
ど
。」
と
声
を
か
け

ら
れ
る
。「
ア
ー
ッ
、
み
な
さ
ん
の
お

陰
が
あ
れ
ば
こ
そ
こ
の
会
も
続
い
て
い

る
ん
だ
な
ぁ
ー
！
」
と
改
め
て
感
謝
の

念
で
一
杯
に
な
る
。

　

席
に
案
内
さ
れ
る
と
中
央
大
学
準
硬

式
野
球
部
の
池
田
監
督
が
お
ら
れ
た
。

池
田
さ
ん
は
大
宮
市
の
ご
出
身
な
が
ら

自
称
〝
鹿
渡
駅
前
生
ま
れ
〞
で
、
33
年

間
毎
年
三
種
町
で
夏
合
宿
を
や
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
町
の
観
光
Ｐ

Ｒ
大
使
も
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
日
は
雨
降
り
で
試
合
が
ず
れ
込

ん
で
し
ま
い
こ
れ
か
ら
す
ぐ
失
礼
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
こ
と
。
誠
に
残

念
だ
が
試
合
の
方
ど
う
か
頑
張
っ
て
と

再
会
を
約
し
た
。

　

11
時
半
、
総
会
開
始
。
杉
澤
会
長
の

ご
挨
拶
の
後
、
私
は
町
の
状
況
を
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
年
は
関

東
・
東
北
豪
雨
な
ど
全
国
で
大
き
な
災

害
が
発
生
し
た
が
、
本
町
で
は
幸
い
三

種
川
を
始
め
大
き
な
災
害
は
発
生
し
て

い
な
い
こ
と
。
ま
た
、
三
種
川
の
河
川

改
修
は
長
年
陳
情
し
た
甲
斐
あ
っ
て
、

国
交
省
の
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事

業
に
採
択
さ
れ
、
山
本
中
学
校
か
ら
上

流
部
を
集
中
的
に
特
に
人
家
の
多
い
達

子
、
長
面
集
落
を
先
行
し
て
河
川
改
修

を
行
う
予
定
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
申

し
上
げ
た
。

　

ま
た
、
少
子
化
に
伴
い
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
が
減
少
し
、
現
在
の
在
籍
児

童
数
は
昔
と
較
べ
て
大
分
減
っ
て
い
る

も
の
の
、
秋
田
県
の
子
供
た
ち
の
学
力

は
全
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
本
町
の

児
童
生
徒
も
大
変
良
い
成
績
だ
っ
た
こ

と
も
申
し
上
げ
た
。

　

そ
の
他
、
町
は
来
年
誕
生
し
て
十
周

年
を
迎
え
、
来
年
度
は
色
々
な
記
念
行

事
を
行
う
予
定
で
あ
る
こ
と
。
サ
ン
ド

ク
ラ
フ
ト
や
森
岳
温
泉
夏
祭
り
も
規
模

を
大
き
く
し
て
行
う
予
定
な
の
で
、
是

非
、
来
年
は
多
く
の
皆
さ
ん
に
町
を
見

て
い
た
だ
き
た
い
と
申
し
上
げ
て
き

た
。

　

総
会
終
了
後
、「
ど
う
な
る
？
日
本

の
政
治
」
と
題
し
橋
本
五
郎
さ
ん
の
講

演
が
あ
っ
た
。
初
め
は
少
々
話
し
声
も

聞
こ
え
た
会
場
で
は
あ
っ
た
が
、
お
し

ま
い
の
頃
に
は
た
っ
ぷ
り
と〝
五
郎
節
〞

に
魅
了
さ
れ
て
、
み
な
さ
ん
大
い
に
聴

き
入
っ
て
い
た
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
懇
親
会
で
あ
る
が

仲
々
乾
杯
の
ご
発
声
ま
で
進
ま
な
い
。

も
う
、
各
々
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
喉
が
渇

い
た
せ
い
か
〝
練
習
〞
を
始
め
て
い
る
。

こ
の
〝
練
習
〞
と
い
う
言
葉
は
誠
に
便

利
な
言
葉
で
、
酒
飲
み
に
は
と
り
わ
け

都
合
の
良
い
言
葉
で
あ
る
。
宴
会
に
入

り
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
始
ま
っ
た
。
今

町
長　

三　

浦　

正　

隆

「
意
気
盛
ん
な
り
東
京
み
た
ね
会
」

広報 みたね
mitane town
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◆問い合わせ先　能代警察署　☎52ー4311

　

降
雪
期
を
迎
え
道
路
の
凍
結
や
積

雪
又
は
除
雪
に
よ
る
交
通
障
害
が
心

配
さ
れ
ま
す
。
消
防
車
等
の
緊
急
自
動

車
は
一
般
車
両
の
協
力
を
得
て
こ
そ
ス

ム
ー
ズ
に
走
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

１
１
９
通
報
を
受
け
た
消
防
車
や

救
急
車
な
ど
は
、
災
害
現
場
へ
一
刻

も
早
く
到
着
し
、
い
ち
早
く
消
火
活

動
や
傷
病
者
を
医
療
機
関
へ
搬
送
す

る
た
め
に
、
道
路
の
右
側
部
分
に
車

体
の
全
部
又
は
一
部
を
は
み
出
し
て

走
行
す
る
こ
と
や
赤
信
号
の
交
差
点

に
進
入
で
き
る
な
ど
、
一
般
車
両
に

は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
優
先
走
行
権

が
道
路
交
通
法
で
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

自
動
車
等
を
運
転
中
に
緊
急
自
動

車
が
接
近
し
て
き
た
場
合
は
、
進
路

を
譲
っ
て
い
た
だ
き
一
刻
も
早
く
災

害
現
場
に
到
着
で
き
る
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

冬道の消防車等の緊急走行に
対するご理解とご協力を！
能代山本広域市町村圏組合消防本部

道路交通法では、緊急自動車が接
近してきた場合の対応が、次のよ
うに定められています。

▶交差点又はその付近の場合（第40
条１項）
　交差点を避け、かつ、道路の左側
（一方通行となっている道路におい
てその左側に寄ることが緊急自動車
の通行を妨げることとなる場合は、
道路の右側。）に寄って一時停止し
なければならない。

▶交差点以外の場合（第40条２項）
　道路の左側に寄って、緊急自動車
に進路を譲らなければならない。

　最近、能代警察署内では県職員や市町村職員を名乗り、医療費等の還付金がある
など告げる不審な電話が多発しています。

※ マイナンバー制度の導入に便乗した不審電話も確認され、事件の発生も懸念されますので注意し
てください。

   ○県・町等の職員が電話で還付金の話をすることはありません
○「還付金があるからＡＴＭに行くように」と言う電話は詐欺です

還付金詐欺と思われる不審な電話に注意を!!
～能代市・山本郡内で急増～

平成27年12月 16



年金
だより
年金
だより

◆問い合わせ先　　
　秋 田 年 金 事 務 所　☎018－865－2392　健康推進課国保年金係　☎0185－85－2137
　琴丘総合支所地域生活係　☎0185－87－3516　山本総合支所地域生活係　☎0185－83－2115

国民年金受給予定者を対象にした相談を年金窓口で
行っています。お気軽にご相談ください。

▶▶▶ 秋田年金事務所では予約制による年金相談を実施しています ◀◀◀ 

予約申し込み電話番号　018－865－2392（秋田年金事務所 お客様相談室）
※予約の受付時間は平日８：30～17：00です。（12月28日～１月３日を除く）

国民年金種別変更について
　国民年金制度では、国内に居住する20歳以上60歳未満までのすべての方に、加入が義務付けられ
ています。国民年金の種類は、次の３つに分かれており、届出は加入時だけでなく、種別が変わった
ときにも必要です。
　種別変更の届出を忘れると、年金が受け取れないこともあります。手続きは、年金手帳を添えてそ
の都度忘れずに行いましょう。

国民年金の種類

第１号被保険者 自営業や農業・漁業の方とその配偶者、20歳以上の学生、フリーターの方等が
対象となり、加入や種別変更の手続きは、役場の国民年金担当窓口で行います。

第２号被保険者 会社や官公庁にお勤めの方など、厚生年金に加入している方が対象になります。
加入手続きは、会社や官公庁が行います。

第３号被保険者 第２号被保険者に扶養されている配偶者の方が対象となり、届出は、配偶者の
勤務先を通じて行います。

役場で手続き可能な種別変更となるケース
第２号被保険者から
第１号被保険者になる場合

第２号被保険者が退職されると第１号被保険者となります。ただし、
第３号被保険者になる場合は役場での手続きはありません。

第３号被保険者から
第１号被保険者になる場合

配偶者の方が退職されたり、第３号被保険者の方の収入の増加などで
配偶者の扶養から外れた場合に第１号被保険者となります。

■予約申し込み方法
　年金相談のご予約は、相談希望日１か月前から相談希望日前日まで、お電話又は年金相談窓口で 
お受けいたしております。また、ご予約を受け付ける際には、『基礎年金番号』『相談者氏名』『電
話番号』『相談内容』等について確認させていただきます。
■予約時間帯
　•平日  8：30～11：30、14：30～16：30　　•第２土曜日  13：30～15：00
※予約状況により、ご希望の日時を調整させていただく場合がありますので、あらかじめご了承く
ださい。

　年金相談にお越しの際は、年金手帳（基礎年金番号通知書）、年金証書、振込通知書などの他、相
談者本人であることを確認できるものをご持参のうえ、予約時間までにお越しいただき総合相談受付
にお申し出ください。なお、代理の方がご相談に来られる際には、委任状及び代理人である身分証（免
許証等）が必要となります。

広報 みたね
mitane town
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保健センター
☎83－5555

冬
は
特
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
・
感
染
性
胃
腸
炎

食
中
毒
は
夏
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
、
新
型
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

家庭用の次亜塩素酸ナトリウムを含む塩素系漂白剤でも代用できます。
（濃度によって効果が異なりますので、正しく計りましょう。）

・製品ごとに濃度が異なるので、表示をしっかり確認しましょう。
　市販されている家庭用塩素系漂白剤（ハイター・ブリーチなど）の濃度は約５％です。
　※500mlペットボトルのキャップ（フタ）は約５mlの容量です。
・次亜塩素酸ナトリウムは使用期限内のものを使用してください。
・おう吐物などの酸性のものに直接原液をかけると、有毒ガスが発生することがありますので、
必ず「使用上の注意」をよく確認してから使用してください。

【塩素消毒の方法】

　

製品の濃度
５％

食器、カーテンなどの消毒や拭き取り
〈200ppm濃度の塩素消毒液〉

おう吐物などの廃棄（袋の中で廃棄物を浸す）
〈1000ppm濃度の塩素消毒液〉

液 の 量 水 の 量 液 の 量 水 の 量

４ ml 1  L 20 ml 1  L

❷
食
品
は
十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う

　

十
分
な
加
熱
（
中
心
温
度
85
℃
以
上

で
１
分
以
上
）
を
行
う
と
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
は
感
染
力
を
失
い
ま
す
。

❸
衛
生
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

　

調
理
器
具
は
食
材
毎
に
使
い
分
け
、

使
用
後
は
十
分
に
洗
浄
し
、
熱
湯
や
塩

素
系
漂
白
剤
に
浸
し
消
毒
し
ま
し
ょ

う
。

❹
吐
物
や
便
は
適
切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う

　

使
い
捨
て
の
マ
ス
ク
や
手
袋
を
し

て
、
速
や
か
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て

密
封
し
捨
て
ま
す
。
汚
染
さ
れ
た
床

は
、
拭
き
取
り
し
た
後
、
塩
素
系
漂
白

剤
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

※
塩
素
系
漂
白
剤
は
色
落
ち
作
用
が
あ
り

ま
す
。
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
は
ス
チ
ー
ム

ア
イ
ロ
ン
な
ど
で
85
℃
以
上
、
１
分
以

上
の
高
温
で
処
理
す
る
方
法
も
あ
り
ま

す
。
  

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路

 

食
中
毒 

〈 

食
品 

 

人 

〉

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
カ
キ

等
の
二
枚
貝
を
生
又
は
加
熱
不
十
分
な

状
態
で
食
べ
て
感
染

〈 

人 
 

食
品 

 

人 

〉

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
人

が
調
理
の
際
に
食
品
を
汚
染
し
、
そ
の

食
品
を
食
べ
た
人
が
感
染

 

感
染
症 

〈 

人 
 

人 

〉 

　

感
染
者
の
吐
物
・
糞
便
を
不
適
切
に

始
末
し
て
感
染

【
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

❶
手
洗
い
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

　

帰
宅
時
、
ト
イ
レ
の
後
、
調
理
前
、

食
事
前
な
ど
に
は
石
け
ん
を
よ
く
泡
立

て
て
、指
先
か
ら
手
首
ま
で
十
分
洗
い
、

十
分
な
流
水
で
す
す
ぎ
ま
し
ょ
う
。

住所／三種町鵜川字内田18
TEL 0185-85-2241

町内外問わずどなたでも入園可！
見学・問い合わせ　随時受付
保育時間　7：00～19：00
くるみの森開催（未就園児親子教室）
毎週金曜日　１０：００～１１：００

学校
法人八竜幼稚園11月1日より

入園申込受付中

広告

平成27年12月 18



～いのちを支える地域の力～
いのちを守り、いのちを支える

さきがけ いのちの巡回県民講座in三種町

　自殺防止運動は関係者のみならず、町民のみなさんの理解と情報交換が必要です。
　「さきがけいのちの巡回県民講座」では、それぞれの地域の現状と取り組みにスポットを当て、１人で
も多くのいのちを守るための「草の根運動」に取り組んでいます。入場は無料です。ぜひご参加ください。

13：00～15：30
八竜改善センター12月12日（土） 入場

無料

13：00　開　会

13：10　さきがけ県民講座

 第１部　講師  内藤　信吾 氏
（秋田県医師会・市立秋田総合病院  精神科科長）

 第２部　講師  佐々木久長 氏
　（秋田大学大学院医学系研究科准教授）

14：20　討  論  会
  コーディネーター  佐々木久長 氏
 　　　　　　　　　　　　（秋田大学准教授）
  討論参加者　
 　清水　愛子 氏（八竜どうもの会  代表）
 　津村まゆみ 氏（チーム山本  代表）
 　佐藤　久男 氏（ＮＰＯ法人蜘蛛の糸  理事長）
 　青山　勇人 氏（三種町健康推進課長）

　医療機関で受ける子宮頸がん、乳がん検診は12
月までとなっています。
　今年まだ受けていない方は、ぜひご利用くださ
い（詳細は広報10月号をご覧ください）。
　今、国民の２人に１人が“がん”になると言われ
ています。

　特に子宮頸がんは20～40歳の女性に急増してい
るがんです。初期は自覚症状もないので、何より検
診が大切です。また、定期的に受けることによって
前がん状態での治療も可能になります。大切な家族
のため、自分の将来のためにも、ぜひがん検診を受
けられるようおすすめします。

■プログラム　　13：00～15：30（予定）

三種町鵜川字内田18（八竜幼稚園様向かい）

学校法人明正学園

八 竜 保 育 園

●●●●●見学随時受付●●●●●

入園申込受付中

お問い合わせは 八竜保育園 TEL0185-88-8986

入園年齢▶０歳（生後２ヶ月）～２歳のお子様

町内外問わず
どなたでも入園できます
町内外問わず
どなたでも入園できます

広告

◆問い合わせ先　保健センター　☎83－5555

受けましたか？がん検診
健康な今こそがん検診を受けましょう

と　き ところ

広報 みたね
mitane town

19



［動脈硬化検査］
［心電図・血圧/24時間測定］他、

ドラゴンクリニック
院長　菊　地　次　郎

医療法人　秋田愛心会

三種町浜田字上浜田１ 各種予防接種も実施中ですので
電話85ー4666までお問い合わせください。

内科　循環器内科　整形外科（スポーツ整形）

各種検査実施

通所リハビリテーション通所リハビリテーション通所リハビリテーション

●個別リハビリ（20分以上）
●集団での体操
　リハビリを兼ねたレクリエーション 脳卒中で半身が完全に麻痺した方でも、自

分の両足でこげる実証例が多数あります。

直接お問い合わせください

▲

TEL 85ｰ4666

介護・介護予
防

随時参加申込み受付中

理学
療法
　いつまでも健康に暮らせるよう一人一人に合ったリハビリ
を提供します。病気やケガの後遺症のある方、退院後もリハ
ビリを続けたい方のリハビリも行います。

広告

み
ん
な
で
考
え
る　

心
の
健
康
づ
く
り

こころ通信

こころちゃん

　

蜘
蛛
の
糸
が
開
催
す
る
こ
の
相
談
会
は
、
弁
護
士
ら
専
門

家
と
民
間
団
体
が
連
携
し
、さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
受
け
止
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
９

年
に
始
め
た
事
業
で
す
。

　
「
な
ま
は
げ
の
会
」
は
、ク
レ
ジ
ッ

ト
・
サ
ラ
金
な
ど
の
多
重
債
務
や
悪

質
商
法
等
の
消
費
者
被
害
の
防
止
・

救
済
を
目
的
に
２
０
０
７
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
実
施
し
て
い
る
お
金
に
関

す
る
何
で
も
相
談
会
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
す
。

い
の
ち
の
総
合
相
談
会　

　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
蜘
蛛
の
糸

秋
田
な
ま
は
げ
の
会

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

※ 

12
月
3
日
〜
12
月
5
日
ま
で
は
三
種
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
す
。

　

家
庭
に
配
布
さ
れ
て
い
る
ち
ら
し
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

会

場

協
働
大
町
ビ
ル
３
階
（
秋
田
市
大
町
）

連

絡

先

☎
０
１
８
ー
８
５
３
ー
９
７
５
９

相
談
日
時

毎
月
第
4
週
火
曜
日
〜
土
曜
日

但
し
12
月
・
3
月
は
第
3
週

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
ま
で

相

談

日

12
月
15
日
〜
12
月
19
日

１
月
19
日
〜
１
月
23
日

２
月
23
日
〜
１
月
27
日

３
月
15
日
〜
３
月
19
日

多
重
債
務
・
法
律
問
題
・
経
営
問
題
・
家
庭
問
題

人
間
関
係
・
こ
こ
ろ
の
悩
み
・ 

若
者
の
問
題
な
ど

多
重
債
務
・
経
営
問
題
・
悪
徳
商
法
・
相
続
問
題

年
金
・
成
年
後
見
制
度
な
ど

会

場

ラ
ポ
ー
ル
山
王
郷
Ａ
ー
１（
秋
田
市
山
王
）

連

絡

先

☎
０
１
８
ー
８
６
２
ー
２
２
５
３

相
談
日
時

毎
週
月
曜
日　

17
時
30
分
〜

毎
週
水
曜
日　

19
時
〜

毎
週
土
曜
日　

13
時
〜 ◆

問
い
合
わ
せ
先

　

三
種
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
８
３
ー
５
５
５
５

〜
大
切
で
す　

あ
な
た
の
声
か
け　

思
い
や
り
〜

　

今
回
は
秋
田
県
内
で
自
殺
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る
相
談
機
関
に
つ
い
て
、
ご
紹
介

し
ま
す
。
い
ず
れ
も
三
種
町
が
自
殺
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
当
初
か
ら
一
緒
に
取
り

組
み
支
援
し
て
く
れ
た
団
体
で
す
。

　

あ
な
た
の
周
り
で
悩
ん
で
い
る
人
が
い
た
ら
ど
う
か
耳
を
傾
け
て
聞
い
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
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こうふく治療院
鍼・あんま・マッサージ・指圧

武　田　金三郎

営 業 日

営業時間

料　　金 全身治療 3,000円（１時間半程度）

木曜定休日（土日・祭日も営業しています）
９時～19時まで

三種町森岳　TEL 83‐4884

広告

広 告 募 集
このスペースに広告を掲載して
みませんか？

◆問い合わせ先
　企画政策課情報統計係　☎85－4818

◆問い合わせ先　秋田県総合県税事務所課税部課税第二課　☎018－860－3341
　　　　　　　　秋田県総合県税事務所山本支所　☎52－6201

平成28年度分 軽油引取税免税証（農業用）の交付申請について
●農業用機械に使用する軽油の免税証交付申請の集合受付を行います。
●各地域の受付日程は次のとおりです。免税証の交付を希望する方は、必要書類を準備の上、下記の受付日に申請してください。
お住まいの地域の受付に都合が付かない場合は、他の地域の会場でも申請することができます。

●県税事務所支所窓口での受付は、平成28年２月３日から行いますが、その場合、集合受付を行った方よりも免税証の交付が遅
くなりますので、できるだけ下記会場で申請手続を行ってください。

●下記地域以外の受付日程については、県税事務所までお問い合わせください。

❶当日は大変混み合うことが予想されますので、必ず申請書に記入しておこしください。原則として、受付は記
入された方から行います。申請書用紙の無い方は下記問い合わせ先に連絡してください。
❷平成28年の耕作期間中に使用者証（厚紙）の有効期限が到来する場合は更新申請が必要です。
❸秋田県証紙（400円分）は免税証の交付時にいただきます。
❹共同申請で、使用者の増加又は入れ替えがある場合は更新申請、使用者が脱退等する場合は書換申請が必要に
なります。なお、印鑑と耕作証明書は全員のものが必要になります。

◆受付日程
区　分 交付申請受付

八竜 日時
平成27年12月21日（月）
10：00～11：30
13：00～15：30

場所 八竜改善センター　ホール

琴丘 日時
平成28年１月５日（火）
10：00～11：30
13：00～15：30

場所 琴丘地域拠点センター  研修室

山本 日時
平成28年１月21日（木）
10：00～11：30
13：00～15：30

場所 山本公民館　講堂

◆必要書類一覧表
交付申請に必要な書類等 新規 更新 継続 書換

免税軽油使用者証 　 ○ ○ ○
機械の購入証明書 ○ 　 　 ○
免税軽油使用者証交付申請書 ○ ○ 　 　
誓約書 ○ ○ 　 　
秋田県証紙（400円） ○ ○ 　 　
免税証交付申請書 ○ ○ ○ ○
農業委員会が交付する耕作証明書 ○ ○ ○ ○
免税軽油の引取り等に係る報告書 　 ○ ○ ○
前年購入した軽油の納品書又は購入証明書 　 ○ ○ ○
印鑑 ○ ○ ○ ○
未使用の免税証 　 ○ ○ ○

※注意

　　　◆問い合わせ先
　農 業 委 員 会 事 務 局　☎85－4832
　山本総合支所地域整備係　☎83－2113
　琴丘総合支所地域整備係　☎87－2114

本総合支所地域整備係または琴丘総合支所地域整備係
へ申請くださいますようお願いします。
　なお、軽油引取税の農業用免税証の交付申請当日は、
大変混み合い、お待たせする場合がございます。耕作
証明書は、事前に交付申請することが可能ですので、
早めの手続きをお願いします。

　軽油引取税の農業用免税証の交付申請には農業委員
会が発行する耕作証明書が必要となります。
　耕作証明書を発行するためには

の提出が必要となりますので、農業委員会事務局、山

県税事務所からのお知らせ

軽油引取税の農業用免税証の
交付申請に伴う
耕作証明書の発行について

　❶耕作（農作業受託）証明願い
　❷農作業受委託契約書（写し可）

広報 みたね
mitane town
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1,000円円
三種町商

工会
三種町商

工会

000000NO

※印刷時 
No.消すの

忘れずに！
※ポスター

必要

見 

本

平成27年
12月31日（木）
利用期限の過ぎた商品券は、無効となり
ご利用、払い戻しができませんので、何卒

ご了承願います。

▲ポスターの貼ってあるお店でご利用いただけます。三種町商工会

三
種
町
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

利 用 期 間
平成27年 7月1日～

平成27年12月31日

取 

扱 

店

, 円円

三種町商工会三種町商工会

三種町スーパープレミアム付商品券
000000NO

見 

本 利用期限

三種町スーパープレミアム付商品券

年　　 月　　 日31

000円円
三種町商工
三種町商工

NO

忘れずに！※ポスター必要

見 

本

三種町スーパープレミアム付商品券

年　　 月　　 日31

三種町商工三種町商工

00000NO
必要

見
本

三種町スーパープレミアム付商品券
00000NO

本

券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券
種種種種種町町町町町町町町町町町町町町スススススススススススススススス 付付スス ムム付付レププ アアムムムレレレレプププププ ミミアアムププレレレ アム町町ススス ププパパパパ プ アア町町町ススス パパパ ミミアアパスス プププププレレパパパパパパ ププププ町町町ススススススス ムムムムムムレレレレレレレレレレレ アムアアアアアアアレレレレレレプププ ミミミアアアアアププププププププ町スススススススススススススススススススス三三三三三三三三三三三三

品品品品品品券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券
三種町スーパープレミアム

付商品券プレ アアムププレプププレミミアアアミミププレレレミミアパパパ アアムパパ レパパパ ププレミパパパパ ミミススススス ププププ ミミミミミパ レレレレププププププレミミミミミミレレレレミミミパパ ププププパパパパパパパパ アアアアアアアミミププププププププ アアア 商商商付商商付商商商商付商商商商商商商品

1,000円円
三種町商工会三種町商工会

000000NO

※印刷時 No.消すの
忘れずに！※ポスタ

必要

見 

まだ、使っていない
商品券をお持ちでは
ありませんか!?
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B
A C

Let’s enjoy  talking 
　about  English

◆申し込み・問い合わせ先　三種町観光協会（商工観光交流課内）　☎85－4830

主 催　 三種町観光協会

　外国人観光客の訪日が年々増加している昨今。
　三種町でも積極的に外国人を迎えよう！おもてなししよう！呼び
込もう！という機運の高まりを感じるように。

でも……
　・英語で会話が苦手　・恥ずかしい
　・密かに勉強してきたけど、どこでつかえばいいの

　本講座は、楽しく会話しながら、
英語を学ぼう、おもてなし上手に
なろうという講座です。
　基本の文法を使いながら、ごく
簡単な英語を駆使して、日常の会
話を楽しむようになろうというも
の。初めて英語に触れるかたで
も、参加できる平易なプラグラム
です。

三
種
町
男
女
共
同
参
画
基
礎
講
座

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
う
ま
れ
る
」

上
映
会
の
お
知
ら
せ

　

三
種
町
男
女
共
同
参
画
基
礎
講
座
と
し

て
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
う
ま
れ

る
」
の
上
映
会
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

映
画
は
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
、
な
ど

「
う
ま
れ
る
」
と
い
う
こ
と
を
幅
広
く
捉

え
る
事
で
、
親
子
関
係
や
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
、
そ
し
て
「
生
き
る
」
と
い
う
事

を
考
え
る
・
感
じ
る
内
容
で
、
見
終
わ
っ

た
あ
と
は
、
と
て
も
温
か
い
気
持
ち
に
な

れ
る
映
画
で
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

と　
　

き　

12
月
20
日（
日
）

 　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
12
時

（
上
映
・
意
見
交
換
会
含
む
）

 

と
こ
ろ　

八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー

 

定　
　

員　

30
名

 

申
し
込
み　

12
月
11
日
ま
で

　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ま
を

お
預
か
り
す
る
「
一
時
保
育
（
託
児
）」

を
無
料
で
行
い
ま
す（
先
着
５
名
）。
希

望
さ
れ
る
方
は
申
し
込
み
の
際
に
一
時
保

育
希
望
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課　

企
画
係

　

☎
８
５
―
４
８
１
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
８
５
―
２
１
７
８

結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

秋
田
県
で
は
、
出
会
い
や
結
婚
を

希
望
す
る
独
身
の
方
々
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
「
出
会
い
・
結
婚
支
援
活
動
」

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
結
婚
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

•

出
会
い
や
結
婚
に
関
す
る
お
世
話

や
ア
ド
バ
イ
ス

•

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
の
紹

介
や
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
参
加
の
お

す
す
め

●
申
し
込
み
方
法

　

役
場
企
画
政
策
課
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

●
活
動
ま
で
の
流
れ

　

町
を
通
じ
て
応
募
し
、
あ
き
た
結

婚
支
援
セ
ン
タ
ー
の
研
修
（
町
の
会

場
で
２
時
間
程
度
）
を
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。
研
修
終
了
後
、
秋
田
県
か

ら
「
身
分
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課　

企
画
係

　

☎
８
５
―
４
８
１
７

入
場
無
料

結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
内
容

各
地
域
で
、
で
き
る
こ
と
を

で
き
る
範
囲
で
活
動
し
ま
す
。

～英語で楽しく会話しよう～
Let’s OMOTENASHI英会話

そんなお悩みを解決しよう‼

日　程　12月～３月
　　　　週１回（毎週水曜・全15回）
　　　　18：00～19：30
★12月の開催は２日、９日、16日です。

場　所　八竜改善センター
　　　　　（２階視聴覚室）

講　師　ニコラス・メアーさん
（愛称：ニック、ＡＬＴ教師）
補佐：佐々木亜希子（観光協会）

対　象　18歳以上（三種町民）

受講料　無　料

広報 みたね
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だ
よ
り

東
京
み
た
ね
会
の
み
な
さ
ん
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

東
京
東
京
み
た
ね
会

   

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
い
か
が

お
過
ご
し
で
す
か
？

　

冬
が
近
づ
き
、
鍋
料
理
が
美
味
し
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
ね
。
先
月
、
生
ま

れ
て
初
め
て
秋
田
名
物
の
だ
ま
こ
鍋
と

き
り
た
ん
ぽ
鍋
を
食
べ
ま
し
た
。
美
味

し
い
で
す
ね
♪
つ
い
、
お
替
わ
り
し

ち
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
地
方
な
ら
で
は

の
お
料
理
っ
て
良
い
で
す
よ
ね
。
作
り

方
や
味
が
受
け
継
が
れ
る
か
ら
こ
そ
、

い
つ
ま
で
も
そ
の

味
が
楽
し
め
る
の

で
す
ね
。
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
物
を
作

る
事
も
そ
の
地
域

の
活
性
に
つ
な
が

る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
昔
か
ら
あ

る
物
を
守
る
事
も

そ
の
地
域
の
活
性

に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
の
か
、
と
私
は
思
い
ま
す
。
守

る
べ
き
物
が
あ
る
っ
て
、
と
て
も
素
晴

ら
し
い
事
で
す
よ
ね
。
皆
さ
ん
の
守
り

た
い
も
の
は
何
で
す
か
？

　

三
種
町
に
来
て
、約
２
か
月
が
経
ち
、

た
く
さ
ん
の
人
と
触
れ
合
い
自
然
に
囲

ま
れ
た
中
で
生
活
が
で
き
る
事
を
楽
し

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
な
り
様
々
な
活
動
に
参
加
さ
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
が
、
私
は
活
動
す
る

に
当
た
り
、
何
を
す
る
か
よ
り
誰
の
為

に
す
る
の
か
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
町
の
皆
さ
ん
の
為
、
こ
の
町
を
訪

れ
る
人
の
為
、
こ
れ
か
ら
出
会
う
皆
さ

ん
の
為
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
人
生
初
の
雪
国
生
活
が
始

ま
り
ま
す
。
雪
国
な
ら
で
は
の
過
ご
し

方
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ

い
ね
。

　

で
は
、
今
日
も
素
敵
な
一
日
を
☆

   

会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

  

東
京
み
た
ね
会　
　

会
長

近
藤　

誠
貴

　

今
般
、
東
京
み
た
ね
会
会
長
就
任
の
指

名
を
受
け
ま
し
た
。
当
初
は
、
そ
の
任
に

非
ず
と
い
う
心
積
り
で
し
た
が
、
紆
余
曲

折
の
中
で
、
受
諾
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
局

面
に
遭
遇
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
我
が
敬
愛
す
る
琴
丘
会
の
先
輩

諸
氏
よ
り
心
強
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ

た
こ
と
。
加
え
て
、
同
郷
鯉
川
地
区
の
同

胞
よ
り
再
三
に
わ
た
り
、
受
諾
を
勧
め
ら

れ
た
こ
と
、
そ
し
て
み
た
ね
会
か
ら
の
推

挙
等
々
が
あ
っ
て
、
そ
の
熱
さ
に
触
れ
、

意
気
に
感
じ
、
男
冥
利
に
尽
き
る
思
い
と

今
は
亡
き
太
田
さ
ん
の
想
い
を
胸
に
た
た

ん
で
受
諾
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
「
活
性
化
」
を
目
標
に
動

き
ま
す
。
こ
れ
は
永
久
に
変
わ
ら
ぬ
テ
ー

マ
で
す
。
こ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
当
会

に
か
か
わ
る
全
て
の
方
々
の
大
同
団
結

と
、
ふ
る
さ
と
愛
の
持
続
が
必
要
で
す
。

目
標
達
成
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
の
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
是
非
と
も
活

用
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
夢

が
一
挙
に
現
実
味
を
帯
び
て
ま
い
り
ま

す
。
親
類
、
縁
者
は
申
す
に
及
ば
ず
、
友

人
、
知
人
な
ど
あ
ら
ゆ
る
コ
ネ
を
活
用
し

て
、
来
年
の
総
会
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け

て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
、
今
年
の
参
加
者

を
上
回
っ
て
く
れ
れ
ば
万
々
歳
、
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

先
般
、
広
報
「
み
た
ね
」
の
ペ
ー
ジ
を

東
京
み
た
ね
会
に
提
供
で
き
な
い
か
？
と

相
談
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
町
長
さ
ん
は

じ
め
担
当
課
長
か
ら
快
諾
頂
き
ま
し
た
。

そ
れ
も
こ
れ
も
新
会
員
掘
り
起
し
の
た
め

に
地
元
の
力
を
借
り
た
い
と
い
う
発
想
で

す
。
さ
ら
に
併
せ
て
我
々
東
京
み
た
ね
会

の
存
在
と
活
動
状
況
も
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。
相
乗
効

果
と
し
て
東
京
と
ふ
る
さ
と
の
距
離
が
縮

ま
っ
て
く
れ
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
試
み
で
ど
う
い
う
結
果
が
で

る
か
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
が
、
事
態
の
推

移
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
特
段
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
て
私
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。 

お昼休みに見上げた三種の空

今月の担当

櫻井　美香
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クアオルトに
よる

いきいきプロ
ジェクトトト

　これまで、クアオルトウオーキングに参加している皆さんからの声をお届けしてきましたが、今回は、イベントや
交流会でクアオルトウオーキングに参加していただいた方々のアンケートから、感想を紹介します。

◆問い合わせ先　企画政策課　クアオルト推進室　☎85－4817

町内参加者の声

　「このようなウオーキングコースがあると知
らなかった。」「緑に囲まれ生活しているが、今
日はまた特別だ。」など、改めて町を知る、魅
力を感じる機会となったようです。
　コース中には、五感を働かせるポイントがあ
り、これまでとは違った視点から自然等を感じ
ることができますので、まだ参加したことのな
い方は、ぜひ、ご参加ください。
　また、「早朝以外の時間で実施してほしい。」
との意見も多くありました。

町外参加者の声

　クアオルトウオーキングについて、「満足し
た。」との感想が多い中、「ハンドマイクを使用
して説明が聞こえるようにしてほしい。」「クア
オルトウオーキングについてもっと周知するべ
き。」との意見もありました。
　これからも、より多くの方が参加できるよう、
楽しんで健康づくりができるように取り組んで
いきますので、意見・要望など、皆さんの声を
お待ちしています。

コース 実施日・時間 スタート地点

1 琴丘クアの古道 毎日
午前７：00 ことおか中央公園駐車場

2 惣三郎沼公園 毎週月～土曜日
午前７：00 森岳温泉ゆうぱる玄関前

3 ゆめろんサンライズ
毎日
午前６：30 砂丘温泉ゆめろん玄関前

4 石倉山公園 毎週日曜日
午前７：00 カフェ「リエゾン」前

5 上岩川里山 毎月第一日曜日
午前８：00 上岩川ふるさと交流館前

クアオルトウオーキングコース（冬期間）
～三種町クアオルトポイントをためませんか～
　三種町クアオルトポイントは、クアオルトウオーキングや運
動教室などに参加することでポイントをためることができ、入
浴券と交換することができます。15ポイントで入浴券１枚と引
き換えになります。
　運動し、入浴で疲れをとる・冷えた体をあたためることで健
康づくりに、また、屋内で過ごすことが多い方は外へ出るきっ
かけに、ぜひ、ご利用ください。
  クアオルトウオーキング　１ポイント　毎月９のつく日は２ポイント
  　　　　　　　　　　　　（１日１回のみ）
  運 動 教 室　２ポイント　現在対象となっている運動教室
  　　　　　　　　　　　　３Ｂ体操、ステップエクササイズ、
  　　　　　　　　　　　　あきた元気アップ円熟塾健康運動教室
 入　浴　券　町内の温泉施設（森山館・森岳温泉ホテル・ゆ

うぱる・ゆめろん）で利用できます。

　ポイントをもらうには、三種町クアオルトポイント
カードの会員登録が必要です。企画政策課クアオルト
推進室で受付中です。（各クア
オルトウオーキングコースでも
受付中）

クアオルトウオーキングを楽しもう

多くの方から「楽しかった」の声

見
本

　とても楽しい時間を過ごせた。
また参加したい。血圧が高めだっ
たのが良くなった気がする。

70代　女性　町内

　それぞれの地域（八竜・山本・
琴丘）のよいところを歩くことが
でき楽しかった。

70代　女性　町内

　はじめての参加だが、運動量、コースと
もとても満足した。“がんばらない”とい
うスタンスがとても気持ち的に楽だった。

60代　女性　町内

　午前中９時～10時頃
の実施もよいのでは。

70代　女性　町内

　近場によいコースがある
ことを初めて知った。家族
で利用したい。

50代　男性　能代市

　無理なく気軽に参加で
きるのがよい。

60代　男性　町内

広報 みたね
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▲長生きの秘訣は「家族のおかげ」とのこと

11
月
16
日
、
三
種
町
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
長
寿
祝
金
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た

の
は
、
森
岳
の
長
沼
リ
ン
さ
ん
で

す
。
リ
ン
さ
ん
は
、
大
正
４
年
11

月
16
日
、
浅
内
村
に
生
ま
れ
、
昭

和
12
年
に
結
婚
、
森
岳
へ
嫁
ぎ
ま

し
た
。
２
男
の
子
ど
も
を
授
か

り
、
一
生
懸
命
農
業
を
し
な
が
ら

子
ど
も
を
育
て
ま
し
た
。
現
在
は

週
３
回
利
用
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

が
生
き
が
い
で
、
利
用
者
の
方
と

の
会
話
、
歌
や
お
風
呂
な
ど
、
利

用
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

手
押
し
車
を
押
し
な
が
ら
自
分

で
歩
き
、食
事
も
自
分
で
と
る
等
、

身
の
ま
わ
り
の
こ
と
は
自
分
で
こ

な
す
、
大
変
元
気
な
リ
ン
さ
ん
。

　

こ
の
日
は
家
族
や
施
設
利
用

者
、
職
員
な
ど
多
く
の
方
が
た
が

見
守
る
中
、
町
長
か
ら
賞
状
と
御

祝
い
金
が
手
渡
さ
れ
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
の
言
葉
に
、「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
元
気

に
応
え
た
他
、
会
の
お
礼
と
し
て

秋
田
県
民
歌
を
歌
っ
た
り
、
一
本

締
め
を
し
た
り
、
活
発
な
姿
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

１
０
０
歳
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

長
寿
祝
金
贈
呈
式

地
域
で
子
ど
も
を
守
る
【
森
小
子
ど
も
見
守
り
隊
】

▲日頃の活動を報告

　

10
月
23
日
、
森
小
子
ど
も
見
守
り
隊
の
三

浦
重
一
さ
ん
と
池
内
廣
孝
さ
ん
が
秋
田
県
知

事
表
彰
受
賞
の
報
告
の
た
め
、
町
長
を
訪
れ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

雨
の
日
も
、
寒
い
冬
の
日
も
、
暑
い
夏
の

日
も
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
見
守
り
を
行

い
、
自
主
防
犯
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
貢
献
さ

れ
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
庁
さ
れ
た
三
浦
さ
ん
か
ら
は
、「
毎
日
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
る
。

見
守
り
場
所
ま
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
体
力
づ

く
り
も
で
き
て
、自
分
自
身
の
た
め
に
も
な
っ

て
い
る
」
な
ど
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

10
月
30
日
、
役
場
で
赤

ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
の
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
、
信
太

進
さ
ん
・
久
美
さ
ん
夫
婦（
豊

岡
）
の
お
子
さ
ん
で
６
月
４

日
に
生
ま
れ
た
楽ら

い

絆き

ち
ゃ

ん
、
福
岡
友
明
さ
ん
・
志
希

子
さ
ん
夫
婦
（
鹿
南
）
の
お

子
さ
ん
で
６
月
15
日
に
生
ま

れ
た
陽ひ

葵ま
り

ち
ゃ
ん
で
す
。

　
「
楽
し
く
笑
顔
で
」「
や
さ

し
い
子
に
」
育
っ
て
欲
し
い

な
ど
、
我
が
子
の
成
長
へ
の

思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

楽絆ちゃん 陽葵ちゃん

赤ちゃん誕生祝金贈呈式
　三種の大切な宝
　　　～健やかな成長を～
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11
月
10
日
、
長
信
田
の
森
い
き
い

き
ふ
れ
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
大
交

流
会
」
が
山
本
体
育
館
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
長

信
田
の
森
生
徒
に
よ
る
集
団
行
動
。

人
文
字
で
描
い
た
「
あ
り
が
と
う
」
の

文
字
は
感
動
そ
の
も
の
で
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
で
は
、
地
域
の
方

が
た
と
お
茶
や
お
菓
子
を
食
べ
、
ゆ
っ

く
り
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
で

交
流
、
参
加
者
に
よ
る
玉
入
れ
競
争

は
、
熱
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
ダ
ン
ス
や
太
鼓
の
披
露
、

ま
た
、
わ
ら
び
座
・
座
友
で
鹿
渡
の

近
藤
真
行
さ
ん
に
よ
る
楽
し
い
演
劇

な
ど
、
盛
り
沢
山
な
企
画
で
来
場
者

を
楽
し
ま
せ
て
お
り
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
会
場
の
み
ん
な
で

花
笠
音
頭
。
踊
り
に
使
用
し
た
花
笠

は
、
生
徒
の
手
作
り
で
、
記
念
の
お
土

産
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

帰
り
に
は
、
大
空
い
っ
ぱ
い
虹
の
ア
ー

チ
が
お
見
送
り
！
盛
り
上
が
っ
た
イ
ベ

ン
ト
に
華
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

11
月
８
日
、
東
京
上
野
精
養

軒
で
第
７
回
東
京
み
た
ね
会（
杉

澤
忠
信
会
長
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
会
員
や
来
賓
・

町
関
係
者
な
ど
約
３
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
会
計
報
告
や
今

後
の
活
動
等
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。
役
員
改
選
で
は
、

新
会
長
に
近
藤
誠
貴
さ
ん
（
浜

鯉
川
出
身
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
浜
鯉
川
出
身
で
読
売

新
聞
特
別
編
集
委
員
の
橋
本
五

郎
氏
の
講
演
や
招
待
者
有
志
に

よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

物
産
販
売
コ
ー
ナ
ー
も
人
気

で
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
味
を

買
い
求
め
る
お
客
さ
ん
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
特
産

の
じ
ゅ
ん
さ
い
汁
や
郷
土
料
理

を
囲
み
、
ふ
る
さ
と
談
義
で
交

流
を
深
め
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

▲ふるさとの仲間と久々の再会

日頃の感謝を込めて…長信田の森「大交流会」

手をつなぐ育成会
ふれあいフリーマーケット

　

11
月
８
日
、
八
竜
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
三
種
町
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
（
床
田
昭
治
会
長
）
主
催
に

よ
る
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
育

成
会
会
員
間
の
み
な
ら
ず
、
知
的
障
が

い
児
・
者
と
地
域
住
民
が
交
流
し
、
一

つ
の
輪
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
と
毎
年

開
催
し
、
今
年
で
８
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
雑
貨
類
、
手
作
り
お
菓
子

等
多
種
多
様
な
商
品
が
所
狭
し
と
並
べ

ら
れ
、
商
品
を
買
い
求
め
る
た
め
、
大

勢
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

▲地域と共にふれあう

　
こ
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
は
、
３
ｔ
ク
ラ

ス
の
シ
ャ
ー
シ
に
８
０
０
リ
ッ
ト
ル
水
槽
及

び
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｓ
（
圧
縮
空
気
泡
消
火
装
置
）
を

搭
載
し
、
狭
路
や
狭
い
場
所
で
の
初
動
の
効

率
を
上
げ
る
た
め
に
専
用
設
計
さ
れ
た
消

防
自
動
車
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
Ｃ
Ａ

Ｆ
Ｓ
を
搭
載
す
る
こ
と
で
の
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
の
一
つ
が
消
火
の
際
に
使
用
す
る
水
が
少

量
な
こ
と
か
ら
水
損
を
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
、
隣
家
な
ど
の
壁
に
泡
を
付
着

さ
せ
、
延
焼
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
も
で
き

る
そ
う
で
す
。

　
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
放
水
し
た
泡
の
感
じ
伝
わ

り
ま
す
か
？

　

取
得
価
格
約
４
千
万
円
す
る
高
性
能
な

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
で
す
が
、
活
躍
の
機

会
が
少
な
い
よ
う
「
火
の
用
心
」
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

▲泡が決め手

三
種
消
防
署　

新
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
お
披
露
目

▲フィナーレはみんなで花笠

和やかにふるさと談義で花咲く　東京みたね会

　

10
月
27
日
、
役
場
前
で
三
種
消
防
署
が

購
入
し
た
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
お
披
露

目
会
が
あ
り
ま
し
た
。

mitane town topics
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10
月
25
日
、
琴
丘
総
合
体
育
館
で
三
種
町
と
日
本
体
育
大
学
に
よ

る
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る
協
定
調
印
式
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
協
定
は
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
及
び
健
康
づ
く
り
の
分
野

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
有
す
る
教
育
資
源
を
有
効
か
つ
適
切
に
活

用
し
、
一
層
の
発
展
並
び
に
さ
ら
な

る
社
会
貢
献
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
。
同
大
は
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
よ

う
と
昨
年
か
ら
全
国
の
自
治
体
と
協

定
を
結
ん
で
お
り
、
東
北
で
は
当
町

が
初
め
て
の
締
結
と
な
り
ま
す
。

　

調
印
式
に
は
日
体
大
よ
り
松
浪
健

四
郎
理
事
長
や
今
村
裕
常
務
理
事
等

が
、
当
町
か
ら
は
三
浦
町
長
等
が
出

席
し
ま
し
た
。
町
長
は
「
日
体
大
の

力
を
借
り
、
町
民
の
健
康
増
進
に
努

め
た
い
」
と
挨
拶
し
、
松
浪
理
事
長

は
「
日
本
で
最
も
歴
史
の
あ
る
体
育

大
学
と
し
て
町
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

協
定
締
結
に
よ
り
、
今
後
は
教
職

員
の
交
流
・
指
導
者
の
派
遣
や
、
学

生
と
生
徒
の
交
流
、
相
互
の
施
設
利

用
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
通
じ
て
地
域

活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
調
印
式
の
後
、
松
浪
健
四
郎

理
事
長
が
「
ス
ポ
ー
ツ
と
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
と
題
し
、
特
別
記
念
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

学
警
連
携
へ

能
代
署
と
協
定

　

児
童
・
生
徒
の
非
行
や
い
じ
め
、
犯

罪
等
の
情
報
を
警
察
と
学
校
で
共
有
し

被
害
や
再
発
の
防
止
を
図
る
た
め
、
能

代
署
と
町
教
育
委
員
会
は
「
学
校
警
察

連
絡
連
携
制
度
」
の
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
情
報
共
有
体
制
を
強
化
し
、
学

校
と
警
察
が
連
携
し
て
子
ど
も
た
ち
の

安
全
・
安
心
を
守
る
環
境
作
り
に
努
め

ま
す
。

租
税
教
育
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ

寄　

贈

　
（
公
社
）能
代
法
人
会
よ
り
、
次
代
を
担

う
児
童
が
税
金
の
大
切
さ
を
考
え
る
き
っ
か

け
を
作
る
た
め
に
と
、
町
内
全
小
学
校
へ
租

税
教
育
用
ア
ニ
メ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
寄
贈
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
体
大
と
協
定

ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
連
携
を

謝 

意
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永
年
の
功
績
を
讃
え
〜
感
謝
状
贈
呈

第
51
回
全
県
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

•

教
育
長
賞　

浜
口
小
学
校

平
成
27
年
度
秋
田
県
学
校
関
係

緑
化
コ
ン
ク
ー
ル　

学
校
環
境
緑
化
の
部

•

知
事
賞　

浜
口
小
学
校

•

県
緑
化
推
進
委
員
会
会
長
賞

　

湖
北
小
学
校

•

秋
田
県
森
と
水
の
協
会
会
長
賞　

　

八
竜
中
学
校

北
涯
俳
句
大
会

　
　

受
賞
者
発
表

　

11
月
26
日
、
第
13
回
北
涯
俳
句
大
会
表
彰
式

が
八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町

内
外
か
ら
５
７
４
点
の
応
募
が
あ
り
、
優
秀
者

を
表
彰
し
ま
し
た
。

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】

●
最
優
秀
賞　
　

田
森　

脩
也
（
湖
北
小
３
年
）

●
優
秀
賞　
　

佐
藤　
　

響
（
湖
北
小
３
年
）

　
　
　
　
　
　
　

中
村　

海
音
（
浜
口
小
１
年
）

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】

●
最
優
秀
賞　
　

渡
邊　

莉
央
（
琴
丘
小
６
年
）

●
優
秀
賞　
　

畠
山　

想
叶
（
湖
北
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　
　

工
藤　

直
人
（
琴
丘
小
６
年
）

【
中
学
校
の
部
】

●
最
優
秀
賞　
　

高
橋　

真
菜
（
八
竜
中
２
年
）

●
優
秀
賞　
　

髙
橋　

美
裕
（
山
本
中
３
年
）

　
　
　
　
　
　
　

若
狹　

美
羽
（
山
本
中
２
年
）

【
高
校
生
・
一
般
の
部
】

●
最
優
秀
賞　
　

田
森　

清
一

●
優
秀
賞　
　

加
藤　

國
男

【
小
学
校
低
学
年
ペ
ア
の
部
】

●
最
優
秀
賞　

・
加
藤　

優
雅
（
湖
北
小
１
年
）

　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

麻
美

●
優
秀
賞　

・
毛
利
遼
太
郎
（
浜
口
小
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　

毛
利　

康
弘

　
　
　
　
　
　

・
寺
沢　

琉
衣
（
湖
北
小
３
年
）

　
　
　
　
　
　
　

寺
沢
真
理
子

【
小
学
校
高
学
年
ペ
ア
の
部
】

●
最
優
秀
賞　

・
佐
々
木
陸
仁
（
湖
北
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
広
美

●
優
秀
賞　

・
櫻
田　
　

心
（
湖
北
小
５
年
）

　
　
　
　
　
　
　

櫻
田　

栄
子

　
　
　
　
　
　

・
小
松　
　

樹
（
湖
北
小
５
年
）

　
　
　
　
　
　
　

小
松
み
ち
子

　

平
成
27
年
11
月
12
日（
木
）

に
愛
媛
県
松
山
市
「
愛
媛
県

武
道
館
」
で
開
催
さ
れ
た
、

第
56
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
研
究
協
議
会
愛
媛
大
会

に
お
い
て
、
勤
続
30
年
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
の

活
動
が
認
め
ら
れ
、
全
国
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
合
の
感

謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。

畠山　篤美 氏（大谷地）

　

浜
口
小
学
校
の
花
だ
ん
の
美
し
さ
が

認
め
ら
れ
、
第
51
回
全
県
花
だ
ん
コ
ン

ク
ー
ル
と
県
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー

ル
の
二
つ
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

10
月
20
日
、
平
成
27
年
度
花
い
っ
ぱ
い
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
（
あ
す
の
三
種
を
創
る
協

会
主
催
・
岡
部
昭
治
会
長
）。
見
事
な
花
だ

ん
作
り
に
努
力
さ
れ
た
団
体
・
個
人
の
栄
誉

を
称
え
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
の

後
は
八
竜
中
生
徒
と
天
瀬
川
婦
人
会
に
よ
る

実
践
発
表
が
行
わ
れ
、
花
だ
ん
作
り
の
コ
ツ

を
共
有
し
合
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

【
大
規
模
花
だ
ん
の
部
】

八
竜
中
学
校
、
浜
口
小
学
校
、

湖
北
小
学
校
、
天
瀬
川
婦
人
会
、

大
口
み
ど
り
会
、
達
子
常
楽
会
、

新
屋
敷
老
人
ク
ラ
ブ
、
久
米
岡
環
境
保
全
隊

【
小
規
模
花
だ
ん
の
部
】

森
岳
第
一
睦
会
、
豊
岡
長
生
会
、

深
浜
・
新
町
老
人
ク
ラ
ブ

【
個
人
の
部
】

進
藤　

令
子
、
中
田
美
代
子

花いっぱいコンクール表彰式

祝
浜
小
花
だ
ん
Ｗ
受
賞

広報 みたね
mitane town
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活
躍
！

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、当
町
児
童
生
徒
が
様
々
な
場
で
活
躍
し
ま
し
た
。

湖
北
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

10
月
11
日
、
長
沼
球
場

（
潟
上
市
）
で
行
わ
れ
た
第

８
回
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
杯

キ
ッ
ズ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
秋
田

大
会
で
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

本
大
会
は
小
学
校
１
〜
３

年
生
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

を
対
象
と
す
る
大
会
で
、
県

内
か
ら
は
13
チ
ー
ム
が
参

加
。
決
勝
相
手
の
向
能
代

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
に
10
対
９
の

接
戦
で
競
り
勝
ち
ま
し
た
。

下
岩
川
ゴ
ー
ル
デ
ン
ヒ
ル
ズ
、
琴
丘
男
子
ミ
ニ
バ
ス
ス
ポ
少

10
月
24
〜
25
、
11
月
１
日
に
ア
リ
ナ
ス
（
能
代
市
）
を
会
場
に
開

催
さ
れ
た
第
43
回
能
代
市
山
本
郡
秋
季
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会
で
、
下
岩
川
Ｇ
Ｈ
が
女
子
優
勝
、
琴
丘
が
男
子
準
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

　

両
チ
ー
ム
と
も
来
年
１
月
の
全
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

山
本
中
学
校
野
球
部

10
月
30
日
〜
11
月
１
日
に
大
館
樹
海
ド
ー
ム
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
魁
星
旗
争
奪
第
７
回
中
学
校
秋
季
野
球
大
会
で
、
準
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

決
勝
で
横
手
南
に
１
対
２
で
敗
れ
ま
し
た
が
、
あ
と
一
歩
の
と
こ

ろ
ま
で
反
撃
、
健
闘
し
ま
し
た
。

お
は
よ
う
ジ
ョ
ギ
ン
グ
体
操

１
０
０
日
突
破
者
78
名
！

　

11
月
23
日
、

琴
丘
地
域
拠

点
セ
ン
タ
ー

で
、
平
成
27
年

度
お
は
よ
う

ジ
ョ
ギ
ン
グ
体

操
１
０
０
日
突

破
者
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
お
は
よ
う

ジ
ョ
ギ
ン
グ
体

操
は
昭
和
56
年

か
ら
始
ま
り
、

今
年
で
35
年
目

に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
１
０
０
日
突
破
者
は
78
名
で
、
通
算
10
年
突

破
者
が
４
名
、
30
年
突
破
者
が
１
名
、
35
年
突
破
者
が
３

名
、
小
学
校
６
年
連
続
突
破
者
が
１
名
で
し
た
。

◆
通
算
10
年
突
破
者

　

田
中　

悦
子
（
内
鯉
川
）、
本
間　
　

實
（
鹿
中
）

　

見
上　

克
子
（
鹿　

北
）、
近
藤　

禮
子
（
鹿
北
）

◆
通
算
30
年
突
破
者

　

見
上
美
保
子
（
鹿　

北
）

◆
小
学
校
６
年
連
続
突
破
者

　

荒
川　

侑
輝
（
鹿　

北
）

◆
２
０
１
５
年
度
ラ
ジ
オ
体
操
優
良
団
体
等
表
彰

　
（
府
県
等
個
人
表
彰
）

　

田
中　

多
輔
（
内
鯉
川
）

寒
さ
吹
き
飛
ば
す

あ
っ
た
か
声
か
け
運
動

　

11
月
11
日
、
町
内
の
駅
と
３
中
学
校
で

あ
っ
た
か
声
か
け
運
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。（
青
少
年
育
成
三
種
町
民
会
議
主
催
、

新
堀
賢
一
会
長
）。
大
人
か
ら
進
ん
で
青

少
年
に
声
を
か
け
る
場
を
設
け
、
青
少
年

育
成
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
小
雨
の
ち
ら
つ
く
朝
で
し
た

が
、
通
学
に
駅
を
利
用
す
る
高
校
生
た
ち

は
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
元
気
に

挨
拶
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。
中
学
校
前

で
は
自
主
的
に
あ
い
さ
つ
運
動
に
加
わ
っ

た
生
徒
た
ち
も
お
り
、
高
ら
か
な
挨
拶
を

響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

三
種
町
小
中
学
生
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● 教育委員会
　 総務学事課 総務係・学事係（琴丘地域拠点センター内）　☎87－2115
　 生涯学習課 生涯学習係（琴丘地域拠点センター内）　　　☎87－2113
　 生涯学習課 スポーツ係（琴丘総合体育館内）　　　　　　☎87－2222
● 琴丘公民館　☎87－3232
● 山本公民館　☎83－2354　
● 八竜公民館　☎85－2177

生涯学習に関する
申し込み・
問い合わせ先

新
年
書
き
初
め
大
会
開  

催

　

新
年
の
書
道
上
達
を
祈
願
す
る
と
と
も
に
、
三

種
町
の
文
化
向
上
の
一
環
と
し
て
次
の
と
お
り

「
新
年
書
き
初
め
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日　

時　

平
成
28
年
１
月
７
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

●
会　

場　

山
本
ふ
る
さ
と
文
化
館

●
対　

象　

町
内
小
中
学
生

※
詳
細
、
申
込
に
関
し
て
は
各
学
校
か
ら
配
布
さ

れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

☎
８
７
―
２
１
１
３

検
査
日
時
：
11
月
４
日　

午
後
１
時

検
査
場
：
能
代
西
高
校 

品　
　

目
：
キ
ャ
ベ
ツ

産　
　

地
：
三
種
町

使
用
調
理
場
名
：
三
種
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

セ
シ
ウ
ム 

１
３
４
：
測
定
下
限
値
未
満 

セ
シ
ウ
ム 
１
３
７
：
測
定
下
限
値
未
満

※
測
定
下
限
値
＝
10
ベ
ク
レ
ル

　

三
種
町
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
安
心
安
全
な
給
食
を

子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

給
食
食
材
放
射
性
物
質

検
査
結
果

平
成
28
年

●日　時　12月３日（木）　午後２時～
●会　場　八竜ふれあいセンター
●持ち物　飲み物、内ズック
●参加費　無　料

※事前申込は不要です。
　当日ご自由にご参加ください。
　お仲間や親子でぜひ♪

日　時　12月23日（水、祝）　午前10時～正午（開場 ９時30分）
会　場　山本公民館　第１講座室
対　象　幼児から大人までお気軽にどうぞ♪ご家族も大歓迎です。
内　容　•大型絵本や紙芝居の読み聞かせ、落語、その他
　　　　•簡単な手話で童謡を歌います。
　　　　•サンタさんよりささやかなお菓子の贈り物
参加費　無　料
※飲み物、おやつを用意しています。

山本地区読み聞かせグループ「あのねのネ」

第６回 読み聞かせフェスタ
　　　 ～クリスマス会～

３Ｂ体操無料体験会
～心も体も健やかに～

◆問い合わせ先　工藤　☎83－2866

山本優勝！
県中学女子バスケ

　11月21、22日の２日間、第46回県中
学校秋季バスケットボール大会が秋田市
立体育館で開かれ、山中女子バスケ部が
決勝で城南（秋田市）に51─43で勝ち、
28年ぶり３度目の優勝を飾りました。
おめでとうございます。

広報 みたね
mitane town
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インフォメーションお
し
ら
せ

風
力
発
電
事
業
に
係
る

環
境
影
響
評
価
方
法
書
等
の

縦
覧
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

Ｓ
Ｂ
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社
に

よ
る
三
種
町
琴
丘
地
区
の
風
力

発
電
所
建
設
計
画
に
伴
う
環
境

影
響
調
査
の
「
方
法
書
」
を
縦

覧
し
ま
す
。

　

当
該
事
業
に
関
し
、
環
境
保

全
の
見
地
か
ら
意
見
が
あ
る
場

合
は
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
縦
覧
場
所　

　

役
場
本
庁
１
階
ロ
ビ
ー
及
び

琴
丘
総
合
支
所
ロ
ビ
ー

●
縦
覧
期
間

　

12
月
１
日
〜
12
月
28
日

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
縦
覧
時
間

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

●
意
見
受
付

　

12
月
１
日
〜
１
月
15
日

●
提
出
先　

備
え
付
け
の
縦
覧

箱
ま
た
は
Ｓ
Ｂ
エ
ナ
ジ
ー
株
式

会
社

問
い
合
わ
せ
先

Ｓ
Ｂ
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

意
見
書
受
付
係

〒
１
０
５
―
０
０
１
２

東
京
都
港
区
東
新
橋
１
丁
目
９

番
２
号　

汐
留
住
友
ビ
ル
14
Ｆ

（
☎
０
３
―
６
８
８
９
―
２
７
０
７
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
６
８
８
９
―
２
４
７
９
）

能
代
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

が
ん
サ
ロ
ン

●
と　

き　

12
月
９
日

　
　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

●
と
こ
ろ

　

能
代
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

２
階
講
堂

●
内　

容

・
ミ
ニ
講
話

　
「
婦
人
科
が
ん
に
つ
い
て
」

（
産
婦
人
科
診
療
部
長

松
井
俊
彦
先
生
）

・
交
流
会

●
対
象
者　

　

が
ん
患
者
・
ご
家
族　

等

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

緩
和
ケ
ア
公
開
講
座

●
と　

き　

12
月
12
日

　
　
　
　
　

13
時
〜
16
時

●
と
こ
ろ

　

キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
能
代

●
講　

座

・「
つ
ら
い
」
と
言
え
る
社
会

の
た
め
に

　
（
講
師　

松
本
洋
子
さ
ん
）

●
対
象
者

 

一
般
・
医
療
・
保
健
・
福
祉

従
事
者　

等

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

問
い
合
わ
せ
先
…
能
代
厚
生
医

療
セ
ン
タ
ー　

が
ん
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー

（
☎
５
２
―
３
１
１
１
）

お
と
も
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

生
き
生
き
学
習
（
陶
芸
教

室
・
歌
謡
教
室
）
は
年
齢
を
問

わ
ず
一
般
の
方
が
た
が
自
由
に

参
加
で
き
る
教
室
で
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
陶
芸
教
室
（
初
心
者
向
け
）

　

12
月
8
日　

10
時
〜
15
時

●
歌
謡
教
室

　

12
月
26
日　

13
時
〜
16
時

※
12
月
の
休
館
日

　

７
、
14
、
21
、
24
、
28

　

29
、
30
、
31
日

問
い
合
わ
せ
先
…
高
齢
者
交
流

セ
ン
タ
ー
お
と
も
苑

（
☎
５
８
―
５
２
９
５
）

高
年
齢
者
雇
用
に
係
る
就

業
規
則
の
改
正
は
お
済
み

で
す
か

　

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
よ

り
、
高
齢
者
が
雇
用
を
希
望
す

る
場
合
は
希
望
者
全
員
の
65
歳

ま
で
の
雇
用
が
事
業
主
に
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
定
年
制
や
定
年
後
の
雇
用

確
保
措
置
に
つ
い
て
、
65
歳
ま

で
の
雇
用
を
就
業
規
則
に
規
定

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

高
齢
者
の
65
歳
ま
で
の
雇
用

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
次
の

３
つ
の
措
置
が
あ
り
ま
す
。

１　

定
年
制
の
廃
止

２　

65
歳
以
上
の
定
年
制

３　

再
雇
用
や
勤
務
延
長
等
に

よ
る
希
望
者
全
員
65
歳
ま

で
の
雇
用
確
保
措
置

　

高
齢
者
雇
用
確
保
措
置
に
係

る
ご
相
談
は
、
最
寄
り
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。Ｈ

Ｉ
Ｖ
検
査
相
談

12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
で
す

　

12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
と
定
め
ら
れ
、
世
界
各
国

で
エ
イ
ズ
に
関
す
る
啓
発
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

保
健
所
は
、
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
に
合
わ
せ
て
無
料
、
匿
名

で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
・
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

　

エ
イ
ズ
は
検
査
に
よ
る
早
期

発
見
で
適
切
な
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
と　

き　

12
月
８
日

　
（
受
付　

９
時
〜
16
時
30
分
）

●
と
こ
ろ　

能
代
保
健
所

　

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要

で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

能
代
保
健
所　

健
康
・
予
防
課

（
☎
５
２
―
４
３
３
３
）

事前相談のすすめ事前相談のすすめ事前相談のすすめ事前相談のすすめ 無料ジェイエイ山本葬祭センターでは
　　　事前相談をおすすめしております

株式
会社ジェイエイ山本葬祭センター 総合

案内
年中
無休

24時間
受付

事前にご予約いただくとスムーズです。

相談だけでもＯＫ
出張相談も承ります
お気軽にご相談下さい

広告
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Ａ
タ
ー
ン
就
職
相
談
会

開
催
の
お
知
ら
せ

　

12
月
30
日
（
水
）
秋
田
市
で

「
Ａ
タ
ー
ン
就
職
相
談
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

●
と
こ
ろ　

　

秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル　

４
階

　

事
前
申
込
不
要
・
参
加
無
料
。

会
場
で
は
県
外
在
住
者
の
方
の

Ａ
タ
ー
ン
相
談
や
学
生
就
活
相

談
等
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

帰
省
す
る
ご
家
族
や
知
人
の

方
に
も
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
能
代

（
☎
５
４
―
７
３
１
１
）

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

　
　
　

12
月
10
日
〜
16
日

　

平
成
18
年
６
月
に
「
拉
致
問

題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
12

月
10
日
か
ら
16
日
は
北
朝
鮮
人

権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
と
さ
れ

ま
し
た
。

　

警
察
で
は
、
日
本
人
が
被
害

者
で
あ
る
拉
致
容
疑
事
案
12
件

（
被
害
者
17
人
）、
朝
鮮
籍
の
姉

弟
が
日
本
国
内
か
ら
拉
致
さ
れ

た
事
案
１
件
（
被
害
者
２
人
）

の
合
計
13
件
（
被
害
者
19
人
）

を
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
容
疑
事

案
と
判
断
し
、
北
朝
鮮
工
作
員

等
拉
致
に
関
与
し
た
と
し
て
、

11
人
に
つ
い
て
逮
捕
状
の
発
布

を
得
て
国
際
手
配
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

北
朝
鮮
に
よ
る
人
権
侵
害
に

関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る

と
共
に
、
そ
の
実
態
を
解
明
す

る
た
め
、
日
本
人
拉
致
容
疑
に

つ
い
て
情
報
を
お
持
ち
の
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…
能
代
警
察
署

（
☎
５
２
―
４
３
１
１
）

募　
　

集

片か
た

野の

重し
げ

脩な
が

交
通
遺
児
奨
学

会
推
薦
募
集

●
申
込
資
格

　

秋
田
県
内
に
居
住
す
る
交
通

遺
児
で
、
高
校
に
進
学
ま
た
は

在
学
し
、
経
済
的
理
由
か
ら
学

資
の
至
便
が
困
難
な
方

●
給
付
金　

　

月
額
１
万
６
０
０
０
円

　

※
返
済
の
義
務
、
そ
の
他
の

制
約
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
定　

員　

若
干
名

●
申
し
込
み
方
法

　

県
内
各
中
学
・
高
校
宛
に
推

薦
募
集
の
案
内
を
送
付
し
ま

す
。
学
校
を
通
じ
て
申
請
書
類

を
請
求
し
、
必
要
書
類
を
添
え

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
１

月
31
日
必
着
）

●
選
考
方
法

　

書
類
審
査
の
う
え
、
当
奨
学

会
理
事
会
に
お
い
て
決
定

問
い
合
わ
せ
…
公
益
財
団
法
人

片
野
重
脩
交
通
遺
児
奨
学
会
事

務
局

（
☎
０
１
８
２
―
３
２
―
４
１
５
２
）

公
共
職
業
訓
練
２
月
期
生

を
募
集
し
ま
す

●
訓
練
期
間　

　

２
月
３
日
〜
７
月
27
日

　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
カ
月
）

●
訓
練
会
場　

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

　
　
　
　
　
　
　
　
（
潟
上
市
）

●
訓
練
科
／
定
員

　

金
属
加
工
科
／
15
名

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン

科
／
18
名

電
気
・
通
信
施
工
技
術
科
／

15
名

　

工
場
管
理
業
務
科
／
15
名

●
受
講
料　

無
料

　
（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
）

●
募
集
期
間　

12
月
21
日
ま
で

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
職
業
能

力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
）　

訓
練

課　

受
講
者
第
一
係

（
☎
０
１
８
―
８
７
３
―
３
１
７
８
）

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒
募
集

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
平
成

28
年
４
月
採
用
予
定
の
陸
上
自

衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
を
募

集
中
で
す
。

　

高
等
工
科
学
校
生
徒
と
は
将

来
自
衛
隊
の
専
門
分
野
に
お
け

る
技
術
者
を
養
成
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
た
中
学
校
卒
業
者
を

対
象
と
し
た
教
育
制
度
で
、
生

徒
手
当
（
月
額
９
万
６
０
０
０

円
）・
期
末
手
当
（
年
２
回
）

を
支
給
さ
れ
な
が
ら
高
校
教
育

が
受
け
ら
れ
、
高
等
学
校
卒
業

資
格
を
取
得
出
来
ま
す
。

●
応
募
資
格

　

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
、

男
子
で
中
卒
（
見
込
み
含
む
）

17
歳
未
満
の
者
（
平
成
11
年
４

月
２
日
〜
平
成
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町の人口と世帯数
●人　口 17,837人 （-31）
　 【男】 8,243人   （-20）
　 【女】 9,594人   （-11）
●世帯数 6,985戸   （+ 3）
※平成27年10月末現在、（  ）内前月比

日 曜日 行　　　　　事　　　　　名
1 火

2 水
特設人権相談所開設（八竜ふれあいセンター　10：00～15：00）
心のふれあい相談員養成講座②（琴丘地域拠点センター　13：30～15：30）
メロンキッズひろば「クリスマス飾り作り」（八竜改善センター　9：30～11：30）

3 木 特設人権相談所開設（山本公民館　10：00～15：00）
いのちの総合相談会（保健センター　10：00～17：00）

4 金

特設人権相談所開設（パレス琴丘　10：00～15：00）
いのちの総合相談会（保健センター　10：00～17：00）
２歳児歯科健診（保健センター）
浜口保育園開放日「みんななかよし」
わくわくひろば「もちつきを見学しましょう！（発育測定）」（琴丘保育園　9：30～11：30）

5 土 いのちの総合相談会（保健センター　10：00～17：00）
6 日
7 月 健康相談・じょもんコーヒーサロン（琴丘地域拠点センター　9：30～11：30）

8 火
健康相談・コーヒーサロン（山本公民館　9：30～11：30）
３歳児健診（保健センター）
わくわくひろば「保育園の先生と遊ぼう（クリスマス帽子作り）」（琴丘保育園　9：30～11：30）

9 水 献血（山本地区）
メロンキッズひろば「クリスマスお楽しみ会」（八竜改善センター　9：30～11：30）

10 木
11 金 心のふれあい相談員養成講座③（琴丘地域拠点センター　13：30～15：30）

鵜川保育園開放日「みんなであそぼう」
12 土
13 日
14 月 定例教育委員会（14：00～　琴丘地域拠点センター）
15 火 健康相談・コーヒーサロン（金陵の館　13：30～15：30）

行政相談所開設（ひまわりセンター　10：00～12：00）
16 水 行政相談所開設（山本公民館　10：00～12：00）

行政相談所開設（ふれあいセンター　10：00～12：00）
17 木 こころのふれあい相談員養成講座④（琴丘地域拠点センター　13：30～15：30）

三地区なかよし交流会「親子クッキング！お米！」（ＪＡ秋田やまもと本店　9：30～11：30）

18 金
八竜幼稚園開放日「クリスマス会」
がん患者の集い（保健センター　13：30～16：00）
わくわくひろば「一緒にクリスマス会をしましょう！」（琴丘保育園　9：30～11：30）

19 土
20 日
21 月
22 火 ドラえもんひろば「保育園でクリスマス会！」（森岳保育園　9：30～11：30）
23 水 天皇誕生日
24 木 乳児健診（保健センター）

健康相談・おしゃべりサロン（八竜改善センター　13：30～15：30）
25 金 時間外収納窓口（役場税務課、山本・琴丘総合支所　17：15～19：00）
26 土
27 日

28 月
役場仕事納め
健康相談・コーヒーサロン（すいらんの館　13：30～15：30）
町県民税（４期）・国民健康保険税（４期） 納期限

29 火
30 水
31 木

12月
行事予定

編集後記
　先日、中学時代の同級生と東京で会いま
した。中学卒業と同時に上京した彼と実に
30年ぶりの再開！夜が更けるまで思い出話
に花が咲きました。
　帰りがけ、「やっぱりふるさとの友達と飲

むのは格別だな」としみじみ語ってくれたこ
とが、とても嬉しかったなあ。正月は帰って
こいよ。秋田の酒で乾杯しよう！
　こんな大切なつながりが持てるのも、ふ
るさとの持つ不思議な力なのでしょう。私
たちみんなを、いつもあたたかく見守って
くれる、ありがたい存在なんだと改めて感
じました。ふるさとって、いいよね！  （将）

平成27年12月 34




